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町民の動き
令和５年４月1日現在　（　）内は前月からの増減

人口 23,516人（－35）［男 11,453人（－19）　女 12,063人（－16）］　世帯数 10,230世帯（＋18）

今月の読者
プレゼント

清掃活動中のオレンジカフェ
のみなさんに出会いました。

今年も美しく咲きました。



　３月28日、公益財団法人　鳴門法人会様よ
りご寄附をいただきました。
　いただきましたご寄附は、北島町立図書館の
図書購入に活用させていただきます。
　ありがとうございました。

　北島町では、地方創生の推進にあたり、「企
業版ふるさと納税」を活用した事業を実施して
います。
　このたび、第一生命保険株式会社様より、
500,000円のご寄付をいただきました。
　３月17日、総合庁舎にて贈呈式が行われ、
徳島営業支社長の藤丸様より目録が贈られ、本
町からは感謝状をお渡ししました。
　いただきました寄附金は、町の子育て施策の
推進に活用させていただきます。温かなご支援
に心より感謝いたします。

たくさんのご寄附をいただきました 企業版ふるさと納税
贈　呈　式

　「令和４年度第21回インスタントラーメン小
学生レシピコンクール」（一般社団法人 日本即席
食品工業協会　主催、文部科学省・農林水産省・
公益社団法人　日本栄養士会　後援）が開催さ
れ、全国9,754作品の中から、農林水産大臣賞に
北島南小学校６年・一本木 愛莉さん考案の「徳
島まるごと塩ラーメン」、入賞に北島南小学校６
年・松本 心海さん考案の「特産物を使ったさっ
ぱり鳴門金時スープラーメン」が選ばれました。
　本コンクールは、食育推進事業の一環として、
小学校４年生から６年生を対象に開催していま
す。身近にあるインスタントラーメンを素材に、
食材・調理法・栄養バランス・盛り付けなどにつ
いて小学生自らが考え、調べ、調理することを通
して、家族や友人とともに食について話しあう機
会を提供することを目的としています。

　とくしま環境賞は、環境の保全及び創造に関
し、顕著な功績のあった個人または団体を表彰
し、その功績をたたえ広く紹介することによ
り、今後の活動を奨励するとともに、県民の環
境保全に関する意識の高揚を図ることを目的と
しています。
　北島南小学校では、長年にわたり大西公園の
清掃や水辺プラザなどで今切川の清掃を実施し
ています。

インスタントラーメンレシピコンクール
農林水産大臣賞・入賞

北島南小学校　

「とくしま環境賞」受賞

ご厚意に心より感謝いたします。

体 力 測 定 会
　加齢とともに心身の機能が低下し、「健康」と「要介護」の中間の状態にあることを「フレイル（虚
弱）」といいます。フレイルは運動機能の低下や、閉じこもり、認知機能の低下などの要因が重なって引
き起こされます。フレイルを予防するためには、運動・栄養・社会参加の３つを意識して、日頃の生活を
見直していくことが大切です。
　この機会に、ご自身の体力を確認し、フレイル予防に一緒に取り組んでみませんか？皆様、どうぞお誘
い合わせのうえ、お申込みください。
　
日　程：５月26日㈮
時　間：右記の時間からお選びいただきご予約ください。
　　　　各時間の定員は15名（先着順）
場　所：北島町役場７階大ホール
内　容：体力測定（筋力・柔軟性など）
　　　　InBody（体成分分析装置）を使用した部位別筋肉量等の測定
　　　　理学療法士による結果説明、運動指導
対　象：北島町民の方
　　　　※持病で運動制限のある方は主治医と相談のもとご参加ください。
　　　　※感染予防のため、マスク着用、体温測定、手指消毒にご協力お願いいたします。
　　　　※感染拡大状況により、延期、中止をさせていただくことがあります。ご了承ください。
　
　〈申込み・お問合せ先〉
　北島町地域包括支援センター　☎698－8951
　５月１日㈪より応募開始　５月18日㈭までにお申込みください
　お申し込みの際に
　①名前 ②生年月日 ③住所 ④連絡先 ⑤ご希望の時間帯をお伝えください。

参加
無料

午　前

①　　９：00

②　10：30

午　後

③　13：15

④　14：30

【開始時間】
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徳島県知事選挙の投票状況

投票所名 施　　　設　　　名
徳 島 県 知 事 選 挙

有権者数（人） 投票者数（人） 投　票　率
第 １ 南 小 学 校 体 育 館 4,425 2,141 48.38%
第 ２ 西 高 房 老 人 憩 の 家 784 369 47.07%
第 ３ 保 健 相 談 セ ン タ ー 5,704 2,814 49.33%
第 ４ 北 小 学 校 体 育 館 3,796 1,910 50.32%
第 ５ グ リ ー ン タ ウ ン 防 災 施 設 1,644 916 55.72%
第 ６ 北 島 南 老 人 憩 の 家 2,581 1,221 47.31%

計 18,934 9,371 49.49%

　なお、令和５年４月９日㈰執行の徳島県議会議員一般選挙（板野選挙区）については、３月31日㈮の告示日にお
いて届出のあった候補者が４人であり、定数と同数となったため、無投票となりました。

※４月23日㈰期日の北島町議会議員一般選挙の結果については町報きたじま６月号での掲載を予定しております。　

徳島県知事選挙の開票状況
立候補者名 年齢 所属党派 新・旧 得票数

三木　とおる 55 無所属 新 2,491 
ふるた　もとのり 75 日本共産党 新 254 
後藤田　まさずみ 53 無所属 新 4,128 

飯泉　かもん 62 無所属 現 2,420 
有効投票（計） 9,293 

徳島県知事選挙
令和５年４月９日執行
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  清掃センター
TEL698−4052　FAX698−7450

　一般廃棄物の収集・運搬、焼却施設の運転管理
　容器包装リサイクル法、家電リサイクル法、集積所管理
所　　長　　藤田　浩章　　係　　長　　栃澤　裕史
主　　任　　中野　　浩　　主　　任　　亀田　卓洋
主　　任　　浅野　　稔　　主　　任　　谷岸　勝吉
主　　任　　髙橋　　宏　　主　　任　　山田　幸生
主　　任　　新　　裕史　　主　　任　　前田　孝徳
主　　任　　灰田　憲司　　主　　任　　佐藤　純一
主　　任　　増田　直人　　主　　任　　梅川　健一
主　　任　　上藤　利博 （会計年度任用職員  16人）

  建　設　課
TEL698−9808　FAX698−2175

　道路・橋梁・河川・公園の建設管理、都市計画、土地開発公社
　課　　長　　片岡　　学　　課長補佐　　松浦　弘典
係　　長　　佐藤　真也　　主　　任　　朝野　　亮
主　　任　　矢野　良英　　主　　事　　津川　奈緒
主　　事　　梯　　圭吾 （会計年度任用職員  １人）

  下 水 道 課
TEL698−9818　FAX698−2175

　下水道事業、浄化槽
課　　長　　樫原　達也　　課長補佐　　井上　雅文
主　　査　　大藤　泰彦　　主　　査　　印藤明日香
 （会計年度任用職員  １人）

  クリーンセンター
TEL698−8691　FAX698−3968

　水質及び汚濁の検査、施設運転維持管理
　下水処理場維持管理、し尿収集許可業者指導
所　　長　　佐野　広行　　副 主 任　　中田　浩文
　　　　　　　　　　　　　

（再任用職員）

 
（会計年度任用職員  ２人）

  出　納　室
TEL698−9809　FAX698−8494

　収入及び支出、現金の出納・管理
　現金及び財産の記録保管、決算の調整、指定金融機関
会計管理
者兼室長　　福井美穂子　　副 主 任

（再任用職員）　　水野　和代
主　　事　　長谷川　唯
　
  水　道　課

TEL698−9810　FAX698−0461
　取水、送水、配水計画、水質・浄水場管理
　給配水工事、漏水調査
課　　長　　上野　清志　　課長補佐　　槙内　佳美
課長補佐　　三好　征治　　主　　査　　川村　泰弘
主　　査　　大塚かおり　　係　　長　　桐井　大智
主　　事　　村上　　尚 （会計年度任用職員  ６人）　　　　

  議会事務局/監査委員事務局
TEL698−9811　FAX698−2176

　町議会全般、監査事務
局　　長　　那須　桂子　　書　　記　　横山真理子
 （会計年度任用職員  １人）

  教育委員会事務局
TEL698−9812　FAX698−1121

　教育委員会、学校教育、施設整備、就学援助
　生涯学習、人権教育、文化財、スポーツ協会
　子ども会、スポーツ推進委員会、スポーツ少年団
局　　長　　粟田　洋美　　局長補佐　　武市　芳美
局長補佐　　石田　克夫　　主　　査　　平野奈緒子
係　　長　　伊月　貴史　　係　　長　　小綿希実子
係　　長　　檜　　雄介　　主　　事　　品山　実保
 （会計年度任用職員  ５人）

  図書館・創世ホール
TEL698−1100　FAX698−1180

　図書・資料保存、貸出、ホール事業の企画実施
　施設の利用、管理
館　　長　　亀井三恵子　　館長補佐　　堀　真結子
館長補佐　　山田佳代子　　副 主 任

（再任用職員）　　向井久美子
 （会計年度任用職員  ６人）

  給食センター
TEL698−2601　FAX698−9696

　物資発注、献立作成、栄養指導
所　　長　　廣瀬　晃代　　管理栄養士　　椎野　明穂

  北島南幼稚園
TEL698−3573　FAX698−3590

園　　長　　河島　恵子　　教　　諭
(主　任)　　浅野　真理

教　　諭
(副主任)　　矢野由佳梨　　教　　諭　　宮川　千秋
教　　諭　　坂口　菜央　　教　　諭　　大西　菜美
教　　諭　　三宅　茉由　　教　　諭　　池田　美妃
教　　諭　　渡　　佳子 （会計年度任用職員  ８人）

  北島幼稚園
TEL・FAX698−3572

園　　長　　栗本佐知子　　教　　諭　　森　　奈美
教　　諭　　若松　里奈　　教　　諭　　生田　愛佳
教　　諭　　東　　　歩　　教　　諭　　喜馬　奈緒
教　　諭　　尾崎　伶奈　　教　　諭　　仲井穂乃香
教　　諭　　山田　泰雅

 
（会計年度任用職員  ７人）

  北島北幼稚園
TEL・FAX698−3571

園長補佐　　原田　佳美　　教　　諭
(副主任)　　森本　敬美

教　　諭
(副主任)　　阿部　裕美　　教　　諭

(副主任)　　安藤ときわ
教　　諭　　金子　美咲 （会計年度任用職員  ５人）

その他配属の会計年度任用職員数31名
※会計年度任用職員は通年雇用の人数を記載しています。

（令和５年４月１日現在）北 島 町 組 織 表北 島 町 組 織 表

町  長　古川　保博　　副町長　藤本　宏　　教育長　天羽　俊夫
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  総 　務　課
TEL698−9801　FAX698−3642

　財政計画、普通財産管理、議会、職員の任用
　服務、広報、国際交流、情報公開
課　　長　　藤髙　繁利　　主 幹 兼

課長補佐　　坂東　真美
課長補佐　　三木　玲子　　係　　長　　宮本　友紀
係　　長　　松永憲資郎　　係　　長　　杉本　航平
消 費 者 庁 派 遣　係　　長　　栄　　礼司
後期高齢者医療広域連合派遣　主　　事　　元木美菜子
主　　事　　梶　　康平　　主　　事　　篠原　隆佑
行財政改革推進室（総務課兼務）
� TEL698−9813　FAX698−3642
　行財政運営計画、公共施設等総合管理計画
　DXに係る総合的な企画・調整
　デジタル田園都市国家基本構想の推進
室　　長　　藤髙　繁利　　係　　長　　松永憲資郎
係　　長　　杉本　航平 （会計年度任用職員  ７人）

  危機情報管理課
TEL698−9807　FAX698−3642

　電算管理、消防防災、交通安全、統計
課　　長　　大西　　徹　　主　　査　　平尾　和之
係　　長　　新居　大輔　　主　　事　　徳永　沙智
主　　事　　佐藤　俊作　　 

  税　務　課
TEL698−9803　FAX698−8494

　町県民税、法人町民税、固定資産税、国民健康保険税
　軽自動車税、町たばこ税
課　　長　　飯坂　桂司　　課長補佐　　山田謙一郎
課長補佐　　神原　有加　　主　　査　　弘永　怜也
係　　長　　岡田　慎也　　係　　長　　喜田　慎也
係　　長　　河野　剛士　　係　　長　　福島　良輔
主　　事　　佐々木　渉　　主　　事　　巻島　大輝
主　　事　　花面　颯大　　　　

  住　民　課
TEL698−9804　FAX698−8494

　戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、在留関連事務
　人権、選挙、国民年金
課　　長　　藤田　久美　　課長補佐　　髙橋みゆき
主　　査　　中村　美菜　　係　　長　　田村浩一郎
係　　長　　小川久美子　　係　　長　　勢井　紗希
主　　事　　池田　知世　　主　　事　　吉田　　愛
 （会計年度任用職員  ２人）

  社会福祉課
TEL698−9802　FAX698−8494

　社会福祉、民生・児童委員、生活保護
　障がい者（児）福祉・重度医療、高齢者福祉
課　　長　　森本　秀樹　　課長補佐　　山本　由佳
主　　査　　粟田　友也　　主　　事　　高野　晶子
主　　事　　笠井　涼子　　主　　事　　林　　美慧

  健康保険課
TEL698−9805　FAX698−8494

　国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険
　介護保険料（第１号被保険者分）、町民の健康増進、成人の検診
　課　　長　　井住　孝士　　課長補佐　　坪井　孝文
課長補佐　　小山　武夫　　課長補佐　　稲井　敏子
主　　査　　岡田　好弘　　主　　査　　小松　真司
主　　査　　笹田　憲司　　係　　長　　八幡亜希子
係　　長　　町田　　綾　　保 健 師　　久米　絢子
保 健 師　　筒井　　愛 （会計年度任用職員  ３人）

  地域包括支援センター
TEL698−8951　FAX697−0517

　介護予防事業、高齢者総合相談支援事業
　包括的・継続的マネジメント事業
所　　長　　亀田真由美　　係　　長　　三並　友香
係　　長　　長野　佑美　　係　　長　　岸上　睦美
 （会計年度任用職員  ５人）

  子育て支援課
TEL698−8909　FAX698−8925

　保育所入所、子どもはぐくみ医療等、児童手当・児童扶養手当
　母子保健、小児の定期予防接種、子育て世代包括支援センター
課　　長　　朝野　真紀　　課長補佐　　印藤　　勤
課長補佐　　大藤　　恵　　係　　長　　村上　明華
係　　長　　伊月万紀子　　主　　事　　福田　侑加
保 健 師　　田上　真帆　　保 健 師　　岡　　珠江
保 健 師　　久米　美咲　　（会計年度任用職員  ２人）
子育て支援施設Koti� TEL678−6161　FAX678−6166
副 主 任

（再任用職員）　　中谷佐多子　　公認心理師　　後藤　真世
公認心理師　　竹下　茂宏 （会計年度任用職員  ２人）

  保　育　所
TEL698−3858　FAX698−3925

　乳幼児の保育・健康管理、乳幼児の給食
所　　長　　稲井　知子　　所長補佐　　梶原　里美
所長補佐　　大江　和代　　主　　査　　海川　友子
主　　査　　藤田真由美　　係　　長　　松平　静香
係　　長　　貞野　幸恵　　主　　任　　多田　勝彦
主　　任　　新田　尚美　　主　　任　　富永　弘恵
保 育 士　　山本祐未子　　保 育 士　　小川　美咲
保 育 士　　福田　　悠　　保 育 士　　徳山　　平
保 育 士　　富永　愛加　　保 育 士　　長江　夏生
保 育 士　　宮田　萌子　　保 育 士　　坂東はるか
保 育 士　　三谷悠萌菜　　管理栄養士　　中内　春香
 （会計年度任用職員  17人）

  まちみらい課
TEL698−9806　FAX698−3642

　環境衛生、公害防止、農業委員会、農地利用、消費生活
　緑化推進、農業・商工・観光振興、地球温暖化対策
課　　長　　中西　康文　　課長補佐　　金磯　秀樹
主　　査　　生藤　健介　　主　　査　　三木　一正
主　　事　　二宮みゆき　　主　　事　　小延　　光
主　　事　　髙麗　夏海　　　　　　　　

（令和５年４月１日現在）北 島 町 組 織 表北 島 町 組 織 表

町  長　古川　保博　　副町長　藤本　宏　　教育長　天羽　俊夫
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風
薫
る
爽
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
北
島
南
小
学
校
を
最
後
に
38
年

間
の
教
員
生
活
を
終
え
定
年
退
職
い
た
し
ま

し
た
。
北
島
町
で
は
合
わ
せ
て
27
年
間
お
世

話
に
な
り
、
そ
の
年
月
は
私
の
人
生
の
半
分

弱
を
占
め
る
ほ
ど
長
く
か
け
が
え
の
な
い
期

間
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
島
町
で
お
世
話
に
な
っ
た
日
々
は
、
毎

日
が
本
当
に
楽
し
く
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
楽
し
い
だ
け
で
な
く
、
人
間
と
い

う
も
の
は
年
齢
に
関
係
な
く
学
習
し
成
長
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
も
ら
っ
た
日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
助
け
ら
れ
、
そ
の
無
限

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
感
し
、
次
へ
の
意
欲
に

し
た
日
々
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
勤
務
で
き
た
の
は
、
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
教
育
委
員
会
や
地
域
の
皆
様
、
そ
し

て
、
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
皆

様
の
お
陰
で
す
。
本
当
に
多
大
な
る
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
北
島
町
の
子
ど
も

た
ち
が
心
豊
か
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
緑
が
輝
き
を
増
し
、
す
が
す
が
し
い
春

の
風
が
吹
き
抜
け
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

  

こ
の
度
の
教
職
員
定
期
異
動
に
よ
り
徳
島

市
八
万
中
学
校
に
転
任
い
た
し
ま
し
た
。
北

島
中
学
校
で
は
２
年
間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
北
島
町
、
北
島
町
教
育
委
員
会
の
多
大

な
る
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
も
可
能
な
範
囲
で
教
育
活
動
を
停
滞
さ

せ
る
こ
と
な
く
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
素
直
に
一
生
懸
命
取
り
組

む
生
徒
の
み
な
さ
ん
や
保
護
者
や
地
域
の
み

な
さ
ま
に
温
か
く
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

  

新
し
い
任
地
で
も
、
こ
の
２
年
間
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
、
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
北
島
町
並
び
に

北
島
町
教
育
の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の

ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
転
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
春
風
が
心
地
い
い
頃
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
び
の
定
期
異
動
に
よ
り
、
小
松
島
市
北

小
松
島
小
学
校
に
転
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
任
教
頭
と
し
て
北
島
南
小
学
校
に
赴
任

し
た
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
臨
時
休
校
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。
そ
ん
な
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
子
ど
も

た
ち
は
笑
顔
に
溢
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
過

ご
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
お
か

げ
で
充
実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
方
、
保
護
者
の
皆
様

も
学
校
に
対
し
理
解
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
温

か
く
協
力
的
で
し
た
。
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
を
育
て
て
い
る
町
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
３
年
間
の
経
験
を
生
か
し
、
新
し
い
任

地
で
も
頑
張
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
北
島
町
と
北
島

南
小
学
校
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
祈
念
し
て
、
転
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
３
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
の
ご
挨
拶

前
北
島
南
小
学
校
長

前
　
田
　
昌
　
彦

転
任
の
ご
挨
拶

前
北
島
中
学
校
長

林
　
　
　
義
　
勝

転
任
の
ご
挨
拶

前
北
島
南
小
学
校
教
頭

高
　
木
　
　
　
智

　
新
緑
薫
る
、
さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
度
の
定
期
異
動
に
よ
り
、
小

松
島
市
和
田
島
小
学
校
に
転
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

北
島
北
小
学
校
で
の
３
年
間
は
、
私
に

と
っ
て
初
め
て
の
北
島
町
で
の
勤
務
で
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
素
晴
ら
し
い
出

会
い
が
あ
り
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
充
実
し
た
教
育
施
設
・
環

境
の
も
と
、
時
間
を
大
切
に
し
、
礼
儀
正
し

く
気
持
ち
の
よ
い
挨
拶
や
言
葉
遣
い
が
で
き

る
素
直
な
子
供
た
ち
と
と
も
に
充
実
し
た

日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

保
護
者
の
皆
様
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
様
、
地

域
の
皆
様
に
も
温
か
く
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
新
し
い
任
地
で
も
、
こ
の
３
年
間
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
北
島
町
の
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

し
、
転
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

転
任
の
ご
挨
拶

前
北
島
北
小
学
校
教
頭

濵
　
本
　
　
　
薫
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高た
か

野の　
晶あ
き

子こ　

　
配
属
先
　
社
会
福
祉
課

　
町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
、
職
務
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

池い
け
田だ　
知ち

世よ

　
配
属
先
　
住
民
課

　
北
島
町
職
員
と
し
て
地
域
の
皆

様
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

篠し
の
は
ら原　
隆り
ゅ
う

佑ゆ
う　

　
配
属
先
　
総
務
課

　
一
日
で
も
早
く
町
民
の
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
日
々
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

津つ

川が
わ　

奈な

緒お

　
配
属
先
　
建
設
課

　
北
島
町
を
よ
り
良
い
町
に
す
る

た
め
、
職
員
と
し
て
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

久く

め米　
美み

咲さ
き

　
配
属
先
　
子
育
て
支
援
課

　
保
健
師
と
し
て
北
島
町
の
町
民

の
皆
様
の
健
康
や
暮
ら
し
に
貢
献

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

竹た
け
し
た下　
茂し
げ
宏ひ
ろ

　
配
属
先
　
子
育
て
支
援
課

　
北
島
町
の
公
認
心
理
師
と
し
て

の
責
任
を
自
覚
し
、
町
民
の
皆
様

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
精
一

杯
職
務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山や
ま
も
と本

祐ゆ

未み

子こ

　
配
属
先
　
町
立
保
育
所

　
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
保
護
者
の
方
と
共
に
子

ど
も
の
成
長
を
支
え
ら
れ
る
よ
う

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

徳と
く
や
ま山　
　
平た
い
ら

　
配
属
先
　
町
立
保
育
所

　
北
島
町
の
子
ど
も
た
ち
、
保
護

者
の
皆
様
の
笑
顔
溢
れ
る
、
明
る

い
町
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
、
保
育
者
と
し
て
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

三み

谷た
に

悠ゆ

萌め

菜な

　
配
属
先
　
町
立
保
育
所

　
北
島
町
の
保
育
士
と
し
て
、
精

一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東あ
ず
ま
　
　
　
歩あ
ゆ
み

　
配
属
先
　
北
島
幼
稚
園

　
北
島
町
の
職
員
と
し
て
、
何
事

に
も
精
一
杯
努
め
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山や
ま
田だ　
泰た
い
雅が

　
配
属
先
　
北
島
幼
稚
園

　
北
島
町
の
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
、

責
任
を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

渡わ
た
り

　
　
佳か

子こ

　
配
属
先
　
北
島
南
幼
稚
園

　
北
島
町
の
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
共
に

成
長
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
努
め

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

役 場 の 新 人 職 員



　４月３日より、出納室窓口にてセルフレジとセミセルフレジを導入しました。職員との対面接触の機会を
減らすことで、新型コロナウイルス感染リスクの軽減を図ります。

取扱いできる納付書
　○セルフレジ
　　・町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税
　　　（※令和５年度発行分より）
　　・水道使用料、保育所保育料、学校給食費
　○セミセルフレジ
　　・すべての納付書

稼働時間
　８時30分から17時15分まで
　※土・日・祝日、年末年始（12/29～1/3）はご利用いただけ
　　ません。

その他
　○支払い方法は「現金のみ」です。
　○取扱いできる納付書は、北島町発行のものに限ります。

お問合せ　出納室　☎698－9801

出納室窓口にセルフレジ（自動払込機）と
セミセルフレジ（現金自動精算機）を導入しました

目　　的：地域ボランティアグループと協力し、体験
と交流を通じて手話ボランティアの養成を
目指します。

実施日時：毎週月曜日（19時～21時）
場　　所：北島町総合庁舎６階大会議室（和）
講　　師：徳島県聴覚障害者福祉協会会員のみなさん
講師代表：梅川正明　先生

※受講は無料です。講座受講者には、生涯学習講座閉
講式・町報原稿作成の協力をお願いします。

お申込み、お問合せは北島町教育委員会事務局まで
　　☎698－9812　FAX 698－1121

　北島水辺交流プラザ敷地内にある休憩
施設「アクアプラザ」の指定管理者を募
集し、令和５年２月６日㈪に指定管理者
選考会を開催したところ、次のとおり決
定しましたのでお知らせいたします。

◆管理者名
　特定非営利活動法人ほっこりタイム

◆指定の期間
　令和５年４月１日から
　令和８年３月31日まで

令和５年度生涯学習講座受講生募集 北島水辺交流プラザ休憩施設
「アクアプラザ」の指定管理者
決定のお知らせ

ボランティア養成講座
（手話学習）

まちみらい課

82023. 5　町報　きたじま　
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　太陽光発電システム、蓄電システムを新規に設置される場合「北島町住宅用太陽光発電システム等普及促進事業
補助金交付要綱」に基づき、補助金を交付します。　

対 象 事 業 ⑴　太陽光発電システムの新設
⑵　蓄電システムの新設（太陽光発電システム設置済みの方）
⑶　太陽光発電システムと蓄電システムを同時に新設

対 象 者 ・自ら居住する町内の住宅に対象システムを設置される方
・新たに町内に住居を建築し対象システムを設置される方
・令和６年３月19日㈫までに、工事完了および実績報告書を提出できる方

補 助 金 額 ⑴　太陽光発電システムのみ
　太陽電池モジュールの最大出力１kWあたり2.5万円（上限10万円）
　※ワット数に上限はありません
⑵　蓄電システムのみ
　次のうちいずれかの低い額とする。
　①蓄電容量１kWhあたり４万円（上限20万円）
　②補助対象経費（本体及び付属品購入費＋工事費）に1/3を乗じた額
⑶　同時設置
　⑴及び⑵の合計金額

受 付 期 間 受付期間：５月10日㈬〜令和６年２月29日㈭（土日祝を除く）
　　　　　※ただし、予算額に達した時点で受付を終了いたします。
受付時間：8時30分～17時15分
※先着順
※書類に不備がある場合は受付できませんので、ご注意ください。

申 請 方 法 交付申請書に必要事項を記入し、まちみらい課へ提出してください。
※着工前に申請が必要です（交付決定前に着工した場合は対象外）。
申請書は、北島町ホームページよりダウンロードできます。

お問合せ先 ※�システム設置にあたっては、北島町内の事業所を積極的にご利用ください。町内取扱業者に
ついては、北島町商工会までお問合せください。

　　　補 助 制 度 に つ い て	……	まちみらい課　☎ 698-9806
　　　町内取扱業者について	……	北島町商工会　☎ 698-2275

令和５年度北島町住宅用太陽光発電システム等普及促進補助事業令和５年度北島町住宅用太陽光発電システム等普及促進補助事業
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木造住宅耐震診断等・改修支援事業
　みなさんに自分の家の耐震状態を知っていただき、地震被害を少なくするための予防策として、
木造住宅の耐震診断等・改修支援事業をつぎのとおり実施します。
　■受 付 期 間　　 5 月16日㈫～12月15日㈮
　　　　　　　　（ただし先着順で、募集戸数になりしだい終了します）
　■補助対象者　　各事業の対象となる住宅の所有者
　■共 通 事 項　　令和６年 3月 15日㈮までに事業が完了するもの

　耐震診断支援事業　　　　募集20戸
■対象住宅　次の１～４の全てに該当するもの
　１．平成12年５月31日以前に着工された木造住宅
　２．在来軸組構法、伝統的構法及び枠組み壁工法

で建築されたもの
　３．地上３階建てまで（併用住宅・共同住宅・長

屋・借家も含む）
　４．現在居住している又は居住する予定の住宅
■費用　無料

　補強計画支援事業　　　　募集15戸
■対象住宅　次の１～５の全てに該当するもの
　１．平成12年５月31日以前に着工された木造住宅
　２．在来軸組構法、伝統的構法及び枠組み壁工法

で建築されたもの
　３．地上３階建てまで（併用住宅・共同住宅・長

屋・借家も含む）
　４．現在居住している又は居住する予定の住宅
　５．耐震診断の結果、評点が1.0未満と判定され

た住宅
■費用　無料
　　
　耐震改修支援事業　　　　　募集８戸
■対象住宅
平成12年5月31日以前に着工された木造住宅
で、耐震診断の結果、評点1.0未満と判定された
もの
■補助対象
　（必須）改修後の評点を1.0以上とする工事、高
さ1.5m以上の家具の固定、感震ブレーカーの設
置工事　等
■補助金
　補助対象経費の4/5以下かつ最大100万円
　感震ブレーカー設置費用として10万円を上乗せ

　耐震シェルター設置支援事業
　　　　　　　　　　　　　募集１戸
■対象住宅
平成12年5月31日以前に着工された木造住宅
で、耐震診断の結果、評点1.0未満と判定され、
現在居住しているもの
■補助対象
　（必須）耐震シェルター又は耐震ベッドの設置、
高さ1.5m以上の家具の固定　等
■補助金
　補助対象経費の4/5以下かつ最大80万円
　（耐震ベッドの場合は最大40万円）
　
　住まいのスマート化支援事業
　　　　　　　　　　　　　募集８戸
■対象住宅
耐震改修支援事業又は耐震シェルター設置支援事
業とあわせて行うもの
■補助対象
（必須工事）ICT（情報通信技術）やAI（人工知能）を活
用した設備を設置するスマート化工事　＜例＞ スマホ連
動宅配ボックス、スマートロック、アプリ連動コンロ 等
（任意）省エネルギー化工事、バリアフリー化工事　等
■補助金
補助対象経費の2/3以下かつ最大30万円

　
　住替え支援事業　　　　　　募集２戸
■対象住宅
昭和56年５月31日以前に着工された木造住宅で、
耐震診断の結果、評点0.7未満と判定されたもの
■補助対象
現在居住する住宅の全てを除却する工事
■補助金
補助対象経費の2/5以下かつ最大30万円

　各事業のお申込書類は窓口にて配布または町ホームページにてダウンロードできます。

お申込み・お問合せ先　危機情報管理課　☎698-9807

木造住宅耐震診断等・改修支援事業

感震ブレーカー設置に対する補助金
　地震発生時に火災を防止するためには、一定以上の揺れを感知すると自動的に通電を止める「感震
ブレーカー」の設置が有効です。
　地震に伴う出火・延焼の防止を図るため、感震ブレーカーの設置に対する補助金を交付します。
■受 付 期 間　５月１日㈪～令和６年３月22日㈮
　　　　　　　予算件数：10件程度  ※補助金額が予算額に達し次第、受付を終了します。
■補助対象者　つぎの条件のいずれかに該当する方
　　　　　　　①本町に住宅を所有し、かつ、感震ブレーカー購入時にその住宅に住所を有し、感震ブレー

カーを設置した方（購入日から１年以内）
　　　　　　　②本町に感震ブレーカーを設置した新築住宅を所有し、かつ、その住宅に住所を有する方（購

入日から１年以内）
■補 助 金 額　感震ブレーカー１個あたりの購入及び設置にかかる費用の２分の１の額で、上限5,000円
■申 請 方 法　北島町感震ブレーカー設置補助金交付申請書に必要事項を記入のうえ、必要書類を添えて危機

情報管理課に提出してください。
　　　　　　　　【必要書類】①購入・設置にかかった金額を証明するもの（領収書の原本等）
　　　　　　　　　　　　　　②感震ブレーカー設置後の写真
■感震ブレーカーの種類や効果は、こちらで確認できます　
■補助金は、１住宅あたり感震ブレーカー１個までが対象で、１世帯１回限りです。
　お申込書類は窓口にて配布または町ホームページにてダウンロードできます。

　お申込み・お問合せ先　危機情報管理課　☎698－9807

　地震などによるブロック塀等の倒壊によって、人的被害や避難・消火活動の妨げとなることを未然
に防ぐため、避難路沿道等に面する危険なブロック塀等を撤去・建替えする費用を補助します。
■受 付 期 間　５月23日㈫～12月15日㈮
　　　　　　　予算件数：10件程度
　　　　　　　（補助金額が予算額に達し次第、受付を終了します）
■補助対象者　補助対象ブロック塀の所有者または管理者（個人）
■共 通 事 項　令和６年３月15日㈮までに事業が完了するもの
■補助対象のブロック塀等
　　　　　　　避難路沿道・避難地等に面した北島町内の危険なブロック塀等
　　　　　　　（点検表により点検を行った結果、安全対策が必要と判断されたものに限る）
■補 助 要 件　・道路等に面するブロック塀をすべて撤去すること
　　　　　　　・町の交付決定後に事業に着手すること
　　　　　　　・建築業者又は解体業者が工事を行うこと
　　　　　　　・転換事業（軽量なフェンス等への転換）は、撤去事業に引き続いて行うこと
　　　　　　　・危険なブロック塀等の撤去後に、道路等からの高さが40cmを超えるブロック塀を新たに設
　　　　　　　　置しないこと
※前面道路の幅員が４m未満の場合、道路中心線から２mの位置まで敷地を後退させてからフェンス等を設置
（セットバック）しなければならない場合があります（建築基準法第42条第２項）。事前にご確認ください。

■補 助 金 額　【撤去事業】補助対象工事費の2/3（上限 66,000円）
　　　　　　　【転換事業】補助対象工事費の2/3（上限266,000円）
　　　　　　　※各事業とも、1mあたりの基準額が設けられます。
　各事業のお申込書類は窓口にて配布または町ホームページにてダウンロードできます。

お申込み・お問合せ先　危機情報管理課　☎698－9807 

危険ブロック塀等安全対策支援事業
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感震ブレーカー設置に対する補助金
　地震発生時に火災を防止するためには、一定以上の揺れを感知すると自動的に通電を止める「感震
ブレーカー」の設置が有効です。
　地震に伴う出火・延焼の防止を図るため、感震ブレーカーの設置に対する補助金を交付します。
■受 付 期 間　５月１日㈪～令和６年３月22日㈮
　　　　　　　予算件数：10件程度  ※補助金額が予算額に達し次第、受付を終了します。
■補助対象者　つぎの条件のいずれかに該当する方
　　　　　　　①本町に住宅を所有し、かつ、感震ブレーカー購入時にその住宅に住所を有し、感震ブレー

カーを設置した方（購入日から１年以内）
　　　　　　　②本町に感震ブレーカーを設置した新築住宅を所有し、かつ、その住宅に住所を有する方（購

入日から１年以内）
■補 助 金 額　感震ブレーカー１個あたりの購入及び設置にかかる費用の２分の１の額で、上限5,000円
■申 請 方 法　北島町感震ブレーカー設置補助金交付申請書に必要事項を記入のうえ、必要書類を添えて危機

情報管理課に提出してください。
　　　　　　　　【必要書類】①購入・設置にかかった金額を証明するもの（領収書の原本等）
　　　　　　　　　　　　　　②感震ブレーカー設置後の写真
■感震ブレーカーの種類や効果は、こちらで確認できます　
■補助金は、１住宅あたり感震ブレーカー１個までが対象で、１世帯１回限りです。
　お申込書類は窓口にて配布または町ホームページにてダウンロードできます。

　お申込み・お問合せ先　危機情報管理課　☎698－9807

　地震などによるブロック塀等の倒壊によって、人的被害や避難・消火活動の妨げとなることを未然
に防ぐため、避難路沿道等に面する危険なブロック塀等を撤去・建替えする費用を補助します。
■受 付 期 間　５月23日㈫～12月15日㈮
　　　　　　　予算件数：10件程度
　　　　　　　（補助金額が予算額に達し次第、受付を終了します）
■補助対象者　補助対象ブロック塀の所有者または管理者（個人）
■共 通 事 項　令和６年３月15日㈮までに事業が完了するもの
■補助対象のブロック塀等
　　　　　　　避難路沿道・避難地等に面した北島町内の危険なブロック塀等
　　　　　　　（点検表により点検を行った結果、安全対策が必要と判断されたものに限る）
■補 助 要 件　・道路等に面するブロック塀をすべて撤去すること
　　　　　　　・町の交付決定後に事業に着手すること
　　　　　　　・建築業者又は解体業者が工事を行うこと
　　　　　　　・転換事業（軽量なフェンス等への転換）は、撤去事業に引き続いて行うこと
　　　　　　　・危険なブロック塀等の撤去後に、道路等からの高さが40cmを超えるブロック塀を新たに設
　　　　　　　　置しないこと
※前面道路の幅員が４m未満の場合、道路中心線から２mの位置まで敷地を後退させてからフェンス等を設置
（セットバック）しなければならない場合があります（建築基準法第42条第２項）。事前にご確認ください。

■補 助 金 額　【撤去事業】補助対象工事費の2/3（上限 66,000円）
　　　　　　　【転換事業】補助対象工事費の2/3（上限266,000円）
　　　　　　　※各事業とも、1mあたりの基準額が設けられます。
　各事業のお申込書類は窓口にて配布または町ホームページにてダウンロードできます。

お申込み・お問合せ先　危機情報管理課　☎698－9807 

危険ブロック塀等安全対策支援事業
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　障がい者等が利用する軽自動車については、申請により軽自動車税（種別割）の減免が受けられる場合が
あります。
　希望される方は次のとおり申請してください。なお、前年度に北島町で減免を受けた方には、軽自動車税（種
別割）納税通知書と合わせて申請書類を郵送します。
　障がいの程度や、種類により減免の対象とならない場合がありますので、詳細については税務課にお問合
せください。

◆対象となる方　　①身体障がい者等が所有する軽自動車の納税義務者
　　　　　　　　　　　　②身体障がい者等が利用するための構造となっている軽自動車の納税義務者

◆申請について（減免の対象車両は普通自動車を含めていずれか１台）
　申請期限　　5 月 24日㈬まで　※ 期限厳守
　場　　所　　税務課（☎698－9803）
　必要なもの
　　上記①と②に共通　・令和５年度 軽自動車税（種別割）納税通知書
　　上記①による申請　・車検証
　　　　　　　　　　　・障がい者手帳（令和５年４月１日以前に交付されたもの）
　　　　　　　　　　　・本人または生計を一にする方の運転免許証
　　　　　　　　　　　・マイナンバーカード（個人番号カード）又は通知カード（住民票と同じ住所、氏名

が記載されているものに限ります）
　　　　　　　　　　　・通院・通学・通所等の証明書
　　上記②による申請　・車両の構造の記載のある車検証（なければ、構造がわかる書類や写真など）

※自動車税（県税）の減免制度については、東部県税局自動車税庁舎（☎641－2323）へお問合せください。

令和５年度　軽自動車税（種別割）の減免申請

　デジタル人材の育成支援を目的とした補助事業を次のとおり実施いたします。

　補助金額　上限２万円 
　対 象 者　次の条件の全てを満たす方
　　⑴　北島町に住民票があり、申請日時点で、住民票を有する期間が継続して１年を経過している方
　　⑵　申請者及び世帯員に町税の滞納がない方
　申請期間　４月１日㈯～ 令和６年３月11日㈪　※予算の上限に達した時点で終了
　補助メニュー　(1) IT資格受験料に対する補助金　(2) オンライン教材利用料に対する補助金
　申請方法等　詳しくは北島町ホームページをご確認ください。
　　　　　　　　https://www.town.kitajima.lg.jp/docs/2641173.html#26

お問合せ　行財政改革推進室　☎698－9813 

デジタル人材育成支援補助金
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令和５年度  北島町浄化槽設置整備事業補助金
補　助　種　別 人　槽 補助限度額（円） 注１）建替、増改築等で建築確認申請を伴う場

合は、新設補助の対象となります。（住
民票の添付が必要）

注２）既設単独槽又はくみ取り槽の撤去を伴う
転換が対象です（原則）。撤去困難、有
効活用する場合はご相談ください。

注３）宅内配管補助を受ける場合、当該工事に
関して町の他の制度による補助金を受け
ていない、又は受けようとしていない方
が対象。

注４）転換の際に撤去補助を受けるには、既存
槽を完全に撤去する必要があります。

新　設 ５～ 10人槽 90,000     

転　換

設　　置

５人槽 332,000     

７人槽     414,000 

10人槽 548,000     

宅内配管 300,000 

撤　　去 120,000     

　　受付期間
　４月３日㈪～ 12月28日㈭
　ただし、予算がなくなり次第受付は終了します。

　補助金交付申請の手続き
○補助金交付申請書は工事着手前に提出してくださ

い。→交付決定まで10日程度かかります。
　浄化槽工事、既設槽撤去、宅内配管の着手後に
申請をしても、補助の対象にはなりません。

○工事完了後は実績報告書の提出が必要です。令和
６年３月29日㈮までに提出してください。

　・令和６年３月29日㈮までに工事が完了しない場

合（使用開始できない等）、実績報告書が提出
できない場合は、補助金の交付ができません。

◎詳細については『北島町浄化槽設置整備事業補助
金交付要綱』に記載しています。

　　　
注）補助対象外となる区域について
　下記区域は補助対象地域から除かれます。
　・グリーンタウン地域
　・公共下水道事業認可区域
　※）補助対象地域内においても専用住宅用以外等

については対象外となります。（店舗のみ、建
売り、賃貸目的などは補助対象外です）

　　　お問合せ　下水道課　
　　　　　　　　☎698−9818　FAX698−2175

注1）

注3）

注4）

注2）

　５月20日㈯に運賃改定を実施します。
　それに伴い普通運賃・定期運賃・特急
料金などが改定（値上げ）になります。
　５月19日㈮までにお買い求めたきっ
ぷ（乗車券・特急券）・定期券などは改
定前の運賃・料金となり、改定後も有効
期間までご利用できます。
　詳しくは、JR四国のウェブサイト（QR
コード参照）またはJR四国電話案内セ
ンター（☎0570−00−4592）までお
問合せください。

　JR四国では、2022年11月にチケットアプリ「しこく
スマートえきちゃん」（＝スマえき）を公開し『いつでも・
どこでも』、『キャッシュレス』できっぷが買える、『きっ
ぷ画面提示』で列車に乗れるサービスを開始しています。
４月１日ご利用分より、現在発売中のトクトクきっぷに加
え、ご利用頻度の高い「普通乗車券」や「自由席特急券」、

「定期乗車券（通学定期乗車券を含む）」も販売対象券種に
追加し、JR四国管内（児島駅を除く）任意の区間でご利
用いただくことが可能となります。
　JR四国をご利用の際は、便利な「スマえき」をぜひご
利用ください！　
　詳しくは、「しこくスマートえきちゃん」専
用HPをご覧ください。
URL（https://www.jr-eki.com/smart-eki/）

撤去補助を増額しました！！

乗車券や定期券も
チケットアプリ「スマえき」で！

ＪＲ四国ＪＲ四国
鉄道旅客運賃・鉄道旅客運賃・料金料金の改定の改定



　障がい者等が利用する軽自動車については、申請により軽自動車税（種別割）の減免が受けられる場合が
あります。
　希望される方は次のとおり申請してください。なお、前年度に北島町で減免を受けた方には、軽自動車税（種
別割）納税通知書と合わせて申請書類を郵送します。
　障がいの程度や、種類により減免の対象とならない場合がありますので、詳細については税務課にお問合
せください。

◆対象となる方　　①身体障がい者等が所有する軽自動車の納税義務者
　　　　　　　　　　　　②身体障がい者等が利用するための構造となっている軽自動車の納税義務者

◆申請について（減免の対象車両は普通自動車を含めていずれか１台）
　申請期限　　5 月 24日㈬まで　※ 期限厳守
　場　　所　　税務課（☎698－9803）
　必要なもの
　　上記①と②に共通　・令和５年度 軽自動車税（種別割）納税通知書
　　上記①による申請　・車検証
　　　　　　　　　　　・障がい者手帳（令和５年４月１日以前に交付されたもの）
　　　　　　　　　　　・本人または生計を一にする方の運転免許証
　　　　　　　　　　　・マイナンバーカード（個人番号カード）又は通知カード（住民票と同じ住所、氏名

が記載されているものに限ります）
　　　　　　　　　　　・通院・通学・通所等の証明書
　　上記②による申請　・車両の構造の記載のある車検証（なければ、構造がわかる書類や写真など）

※自動車税（県税）の減免制度については、東部県税局自動車税庁舎（☎641－2323）へお問合せください。

令和５年度　軽自動車税（種別割）の減免申請

　デジタル人材の育成支援を目的とした補助事業を次のとおり実施いたします。

　補助金額　上限２万円 
　対 象 者　次の条件の全てを満たす方
　　⑴　北島町に住民票があり、申請日時点で、住民票を有する期間が継続して１年を経過している方
　　⑵　申請者及び世帯員に町税の滞納がない方
　申請期間　４月１日㈯～ 令和６年３月11日㈪　※予算の上限に達した時点で終了
　補助メニュー　(1) IT資格受験料に対する補助金　(2) オンライン教材利用料に対する補助金
　申請方法等　詳しくは北島町ホームページをご確認ください。
　　　　　　　　https://www.town.kitajima.lg.jp/docs/2641173.html#26

お問合せ　行財政改革推進室　☎698－9813 

デジタル人材育成支援補助金
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　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活
習慣病の早期発見や重症化の予防のため、健康診査を実施します。
　「健康診査受診券」が届いた方は、必ず受診しましょう。

  対　象　者　　

※長期入院、施設入所等の方及び令和５年 10月以降に後期高齢者医療制度に加入の方は、対象外です。
１　申込みしなくても受診券が届く方
①　令和４年 10月１日から令和５年９月 30日までの新規加入者（75歳になった方など）
　　※令和５年 10 月１日以降に後期高齢者医療制度に加入予定の方は、加入前の健康保険の特定健診

を受診してください。（市町村国保の場合は、受診券の有効期限を確認して、期限内に受診して
ください）。

②　令和４年度に後期高齢者健康診査受診券で健診を受診された方
　　※広域連合が受診を確認できた方に限ります。
③　生活習慣病と診断されていない方
　　※生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高血圧

性疾患、脂質異常症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、
その他脳血管疾患、動脈硬化等があります。

　２　申込みにより受診券が届く方
　上記①②③以外の方で受診を希望する方
　※生活習慣病と診断されている方でも、申込みにより健診を受診できます。
　【申込期間】６月中旬から 12月中旬まで
　【申 込 先】健康保険課窓口に備付けの健康診査申込書でお申込みください。
　
  受診券送付時期　　６月中旬から 12月中旬まで（加入時期や申込時期に応じて送付）

  受 診 費 用　　無料

  受 診 期 間　　「健康診査受診券」を受け取られたときから令和５年 12月末まで

  健 診 項 目　　身体計測、血圧測定、血液検査（貧血検査含む）、尿検査、心電図検査、眼底検査
　　　　　　　　　※市町村国保の特定健診と同じ項目です。
　　　　　　　　　※眼底検査は、医師の判断により検査が必要な方のみ実施します。
　　　　　　　　　※がん検診は、別途、健康保険課へお問合せください。

  予　　　約　　受診する医療機関に事前予約が必要

  持参するもの　　健康診査受診券・後期高齢者の質問票（受診券に同封しています）・被保険者証

●北島町　健康保険課
　　☎698－9805

後期高齢者医療制度健康診査に関するお問合せ先
●徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課
　　徳島市川内町平石若松78番地１
　　☎677－3666

令和５年度  後期高齢者健康診査

142023. 5　町報　きたじま　
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対 象 の 方　　「受診券」の各検診の部分にお名前を記載しています。

検 診 期 間　　受診券がお手元に届き次第～令和６年3月末日まで

検 診 費 用　　乳がん検診1,500円、子宮がん検診1,200円
　　　　　　　　（ただし、自己負担無料対象者の方は、受診券に記載しています。）

検診医療機関　　県内の委託医療機関で受けられます。下表「医療機関一覧」をご覧ください。
　　　　　　　　（一覧の「問診票設置」に○のない医療機関で受けられる場合は、事前に健康保険課までご連絡
　　　　　　　　ください。問診票をお渡しいたします。）

そ の 他　　・医療機関によっては、事前予約が必要な場合がございます。
　　　　　　　　・受診方法が不明な場合や受診券が届いていない場合等は、健康保険課までご連絡ください。

個別乳がん・子宮頸がん検診が始まっています！
　令和５年度の乳がん・子宮頸がん検診が始まっています。青色の「受診券」はお手元に届きましたか？
　北島町では、40歳以上の女性には乳がん検診を、20歳以上の女性には子宮頸がん検診を、実施しています。が
んを予防し、早期発見・早期治療のために、定期的ながん検診を受けましょう。

所在地 医療機関名 乳 子宮 問診票
設置 電話番号

徳島市

伊月健診クリニック ○ ○ ○ 088-653-2315
稲山病院 ○ 088-631-1515
おかだレディースクリニック ○ ○ 088-678-6698
沖の洲病院 ○ ○ ○ 088-622-7111
梶産婦人科 ○ ○ 088-622-1680
蕙愛レディースクリニック ○ ○ 088-653-1201
国府藤田産婦人科 ○ 088-642-1026
しんくら女性クリニック ○ ○ 088-602-2088
祖川産婦人科クリニック ○ 088-633-1133
田岡病院 ○ ○ 088-622-7788
たまき青空病院 ○ ○ 088-642-5050
寺沢病院 ○ 088-662-5311
徳島クリニック ○ 088-622-7712
徳島検診クリニック ○ ○ ○ 088-632-9111
徳島健生病院 ○ ○ 088-622-7771
徳島平成病院 ○ ○ 088-623-8624
冨岡医院 ○ 088-642-8111
虹の橋病院 ○ ○ 088-633-0800
春名産婦人科医院 ○ 088-652-2538
平尾レディースクリニック ○ ○ 088-669-6366
水の都記念病院 ○ ○ 088-632-9299
美馬とし子レディースクリニック ○ 088-653-1912
むくの木クリニック ○ 088-624-7575
メイプル高橋産婦人科 ○ 088-652-7077
山城公園レディースクリニック ○ ○ 088-676-3370

鳴門市

兼松病院 ○ 088-685-4537
徳島県鳴門病院 ○ ○ ○ 088-683-0011
だいとうレディースクリニック ○ ○ ○ 088-683-1588
レディースクリニック兼松産婦人科 ○ ○ 088-685-1103

小松島市 住吉レディースクリニック ○ 0885-32-0836

阿南市

阿南医療センター ○ ○ 0884-28-7777
岩城クリニック ○ 0884-23-5858
木下産婦人科内科医院 ○ 0884-23-3600
森本内科胃腸科 ○ 0884-23-1002

所在地 医療機関名 乳 子宮 問診票
設置 電話番号

吉野川市 吉野川医療センター ○ ○ 0883-26-2222

阿波市
阿波病院 ○ 0883-36-5151
徳島県農村健康管理センター ○ ○ ○ 0883-36-6611

美馬市
西条産婦人科 ○ 0883-52-2002
成田病院 ○ 0883-52-1258
ホウエツ病院 ○ 0883-52-1095

三好市
田岡医院 ○ 0883-72-5551
徳島県立三好病院 ○ 0883-72-1131
三野田中病院 ○ 0883-77-2300

勝浦町 国民健康保険勝浦病院 ○ 0885-42-2555

石井町
遠藤産婦人科 ○ ○ 088-674-6818
手束病院 ○ ○ 088-674-0024
なかたに産婦人科 ○ ○ 088-674-1295

牟岐町 徳島県立海部病院 ○ 0884-72-1166
松茂町 井上医院 ○ ○ 088-699-8070
北島町 ルナウイメンズクリニック ○ ○ 088-697-2322

藍住町
藍住たまき青空クリニック ○ ○ 088-678-7727
中山産婦人科 ○ ○ 088-692-0333

東みよし町 三加茂田中病院 ○ 0883-82-3700
つるぎ町 つるぎ町立半田病院 ○ 0883-64-3145

次の病院の子宮頸がん検診は当該施設で分娩予定の妊婦に限り
対象となります。

徳島市
徳島大学病院 ○ 088-631-3111
徳島県立中央病院 ○ 088-631-7151
徳島市民病院 ○ ○ 088-622-5121

小松島市 徳島赤十字病院 ○ ○ 0885-32-2555

次の病院の子宮頸がん検診は当該施設で人間ドック受診に限り
対象となります。

徳島市
公益財団法人とくしま未来
健康づくり機構

（徳島県総合健診センター）
○ ○ ○ 088-633-2266

※在宅当番医割出表は21ページに掲載しています。

令和５年度　乳がん・子宮がん検診　医療機関一覧
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子育て支援課　☎698－8909

　子育て世代包括支援センター「にこふわ」では、安心して妊娠・出産・育児ができるように、保健師・管理
栄養士・保育士・助産師が個別の育児相談（随時対応）や教室等を行っています。
※「にこふわ」（愛称の意味・愛称に込めた思い：悩みを相談できたら、にこにこ笑顔でふわっと気持ちが明るくなるように）

～５月の教室・相談～　※要予約
 

◎お母さんのお話タイム･･･家庭や地域での妊産婦等の孤立感解消を図ることを目的に、保健相談センターの和室
を開放しています。　※♡の日は、保育士の「親子遊び」、★の日は、作業療法士のママのセルフケア（体操）
を実施しています♪（定員あり）

◎助産師による母乳相談･･･母乳相談以外にも、赤ちゃんを迎える準備物やお風呂の入れ方など不安に思っている
ことにお答えします。（個別対応）

◎楽育（抱っこ）教室･･･助産師が、抱っこの仕方や寝かしつけた赤ちゃんを起こさずベッドに寝かせる方法、
赤ちゃんのからだ・発達に大切なことについて、お話しします。（定員あり）

◎ことばの発達応援教室･･･保育士と言語聴覚士が、ことばの発達を促す方法についてお話しします♪（定員あり）

　～野菜と野菜ジュースのちがい～
　野菜ジュースは野菜の代わりになるのでしょうか？　
　例えば、１歳６ヶ月児が食べて欲しい野菜の量160ｇの野菜と市販の野菜ジュースの栄養の中身をみてみました。

 

　特に、カロリーの比較では、１日の野菜の約２倍のカロリーがあります。ビタミンAやＣは野菜よりも多く含ま
れていますが、余分なカロリーをとってしまうことになり、そのため食事があまり進まないこともあります。好き
な野菜を出してあげて「おいしいね」と食事を楽しみつつ、少しずつ食べられる野菜を増やしていきましょう。

事　業　名 対　　　象 時　　間 ５月

お母さんのお話タイム 妊婦さんと１歳半までのお子さんをもつ保
護者 13時30分〜 15時 12日㈮★

29日㈮♡

助産師による母乳相談 妊婦さんと子育て中の保護者
①13時〜 14時
②14時〜 15時
③15時〜 16時
④16時〜 17時

８日㈪
30日㈫

楽育（抱っこ）教室 妊婦さんと子育て中の保護者 13時30分〜 15時 16日㈫
ことばの発達応援教室 １歳半〜３歳半のお子さんと保護者 ９時30分〜 12時 18日㈭

野菜ジュース200ml 野菜160ｇ（１日分）

カ ロ リ ー 68キロカロリー　 30キロカロリー

食 物 繊 維 0.2 ～ 1.7g 2.9ｇ 足りないと便秘…

糖　　 質　 15.6ｇ 10ｇ 量が多いと体脂肪として貯金し、すい臓
に負担

ビタミンＡ 420～ 1300μg 219μg 皮膚、細胞の粘膜を丈夫に

ビタミンC 30～ 170ｍg 29ｍg 　　　　　〃

葉　　　 酸 0～ 46μg 116μg からだをつくるお助けマン
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「
扁
額
・
屏
風
の
書
画
」
紹
介
１

扁
額
・
屏
風
の
紹
介
に
あ
た

り
、
図
書
館
の
「
ま
ち
か
ど　
ミ
ニ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
順
次
展
示
し
ま

す
。
ま
ず
は
、
県
内
絵
師
の
作
品
で
、

花
が
描
か
れ
て
い
る
扁
額
を
展
示
し

ま
し
た
。（
写
真
６
）
展
示
の
様
子

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
順
に
紹
介
し

ま
す
。

写
真
１

犬
伏
真
淵
作　
薔
薇
蝴
蝶
図

（
３
９
．
６
×
１
１
５
．
５
㎝
）

写
真
２

角
寛
逸
作　
花
卉
図

（
３
５
．
０
×
１
１
３
．
８
㎝
）

写
真
３

高
井
松
齢
作　
薔
薇
霊
芝
図

（
３
４
．
７
×
１
２
３
．
５
㎝
）

紙
面
の
都
合
で
、
今
月
は
写
真
２

の
角
寛
逸
（
す
み　
か
ん
い
つ
）
作
、

花
卉
図（
か
き
ず
）の
紹
介
を
し
ま
す
。

作
品
は
中
央

に
大
き
く
牡
丹

が
描
か
れ
、（
写

真
４
）
脇
に
梅
、

菊
、
前
に
水
仙

（
か
？
）
の
草

花
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
作
品
の

作
者
、
角
寛
逸

（
１
８
６
８
―

１
９
１
３
）は
、

徳
島
市
丈
六
の

人
で
す
。
大
正
２
年
、
46
才
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
詳
し
い
こ
と
は
不
明

の
画
家
で
、
今
後
の
作
品
発
見
や
調

査
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
学
芸
員

　
　
　
　
　

原　

多
賀
子

参
考
文
献　

「
阿
波
画
人
志
」　
福
田
憲
凞
著

（
１
９
９
５
）

「
三
木
ガ
ー
デ
ン

　

　歴
史
資
料
館
」資
料

北島町
所蔵

№93

写真６　展示の様子

写真３　薔薇霊芝図　高井松齢

写真１　薔薇蝴蝶図　犬伏真淵

写真２　花卉図　角寛逸

写真５　角寛逸　書名　落款

写真４　花卉図　牡丹拡大



ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

離
職
者
向
け
職
業
訓
練
　受
講
生
募
集

■
６
ヵ
月
コ
ー
ス

〔
訓
練
期
間
：
７
月
３
日
㈪
〜
12

月
27
日
㈬
〕

・
電
気
設
備
技
術
科

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

■
７
ヵ
月
コ
ー
ス

〔
訓
練
期
間
：
７
月
３
日
㈪
〜
令

和
６
年
１
月
31
日
㈬
〕

　
６
カ
月
コ
ー
ス
の
前
に
１
カ
月
の
導

入
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科

・
住
環
境
計
画
科

対
象
者
　
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
込
み
を
し
て
い
る
方
な
ど

（
選
考
あ
り
）

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等

は
必
要
）

募
集
期
間
　
６
月
１
日
㈭
ま
で

申
込
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門

お
問
合
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島
　

☎
６
５
４―

５
１
０
２
ま
で
。

（
平
日
９
時
〜
17
時
）

2023年度

　県内の保育事業者が多数参加し、保育の
魅力や仕事の様子などをわかりやすく説明
します。保育施設への就職に興味のある方
は、資格の有無にかかわらず、一般・学
生、どなたでもご参加ください。
〇参加費無料・申込不要
日　時　５月27日㈯
　　　　９時30分～13時
場　所　徳島グランヴィリオホテル１階
　　　　徳島市万代町3-5-1
問合せ　徳島県社会福祉協議会
　　　　徳島県保育士・保育所支援センター
　　　　☎625－2040

募
集
訓
練
科

（徳島県委託事業）

保育フェア
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の
お
知
ら
せ

５
月月
５

３
月
度
月
例
杯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
日　
３
月
１
日
㈬　
参
加
者
数
32
名

場
所　
北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　
勝　
関　
　
憲
二　
33
打
○ホ
２

準
優
勝　
勢
井　
梅
吉　
34
打
○ホ
２

第
３
位　
中
村　
榮
次　
36
打
○ホ
１

第
４
位　
山
本
み
つ
子　
37
打
○ホ
１

第
５
位　
宮
本　
　
壽　
37
打
○ホ
１

板
野
郡
鳴
門
市
会
員
交
流
Ｇ
Ｇ
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
日　
３
月
９
日
㈭　
参
加
者
数
195
名

場
所　
上
板
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園

女
性
の
部

準
優
勝　
福
原　
茂
子 

3R 

49
打
○ホ
２

第
９
位　
篠
原　
久
子 

3R 

58
打
○ホ
１

（
北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
関
係
の
み
）

◎
行
事
予
定
（
５
月
・
６
月
）

★
５
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

徳
島
県
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
（
松
友
杯
）

★
５
月
28
日
㈰

PO
SITIVECU

P

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

★
６
月
２
日
㈮
～
６
月
５
日
㈪

徳
島
県
高
校
総
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会

★
６
月
10
日
㈯

北
島
町
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

★
６
月
11
日
㈰

北
島
町
卓
球
大
会

★
６
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

板
野
郡
中
学
校
総
体
卓
球
大
会

★
６
月
24
日
㈯

徳
島
県
社
会
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦

★
６
月
25
日
㈰

北
島
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
球
技
大
会

月
例
大
会
に
お
い
て
、
中
村
さ
ん
が

素
晴
ら
し
い
成
績
で
初
優
勝
し
た
。

北
島
町

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会

だ
よ
り

月
・
日

大　
会　
名　
称

チ
ー
ム
・
人
員

成　
　
績

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

２
・
25
２
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

　
場
所　
親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

34
名

優
勝　
井
向　
金
子　
阿
部　
義
夫

91

74

２
位　
前
川　
秋
男　
山
田　
博
章

86

76

３
位　
谷
下　
廣
子　
冨
士　
繁
男

89

77

３
・
11

３
月
度
月
例
大
会

　
場
所　
親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

34
名

優
勝　
　
　
　
中
村　
芳
正

79

65

２
位　
　
　
　
阿
部　
義
夫

74

68

３
位　
　
　
　
荒
瀬　
敬
一

90

68

ベ
ス
グ
ロ　
　
福
永　
嘉
春

71

３
・
12
第
24
回
岡
山
県
ふ
れ
あ
い
大
会

　
場
所　
藤
田
リ
バ
ー
サ
イ
ド
コ
ー
ス

4
名

上
位
入
賞
者
な
し

今
月
の
納
税

　
５
月
は
、
固
定
資
産
税
（
１
期
）

及
び
軽
自
動
車
税
（
全
期
）
の
納
期

で
す
。
納
税
通
知
書
を
発
送
し
て
い

ま
す
。

納
期
限　
５
月
31
日
㈬

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　
税
務
課　
☎
６
９
８

−

９
８
０
３

お
知
ら
せ

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

　
「
緑
の
募
金
」
は
緑
の
募
金
法
に

基
づ
き
、
皆
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
集

め
ら
れ
る
寄
付
金
で
、
誰
も
が
参
加

で
き
る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。

　
こ
の
寄
付
金
は
、
地
域
や
学
校
の

環
境
緑
化
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
本
町
で
は
、
次
の
と
お
り
募
金
活

動
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様
の

ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
募
金
期
間　

　
５
月
８
日
㈪
～
５
月
26
日
㈮

・
受
付
時
間　

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
日
祝
を
除
く
）

・
受
付
窓
口　

　
北
島
町
役
場
２
階　

　
ま
ち
み
ら
い
課

※
募
金
額
は
自
由
で
す
。

お
問
合
せ
先　
ま
ち
み
ら
い
課

　
☎
６
９
８

−

９
８
０
６

日
本
赤
十
字
社
活
動
支
援
費

（
日
赤
社
費
）及
び
社
協
会
費

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

毎
年
５
、６
月
に
婦
人
会
役
員
、

民
生
委
員
、
自
治
会
役
員
、
衛
生
組

合
役
員
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
各
ご
家
庭
に
日
赤
社
費
及
び
社

協
会
費
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　
日
赤
社
費
は
、
災
害
救
護
活
動
・

命
を
守
る
赤
十
字
講
習
会
・
海
外
救

援
活
動
・
社
会
福
祉
活
動
・
医
療
活

動
・
献
血
活
動
な
ど
に
使
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
社
協
会
費
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
自
主
財
源
と
し
て
、
社
協
啓
発
事

業
・
地
域
福
祉
推
進
事
業
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
に
使
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ
■

　
社
会
福
祉
法
人　
北
島
町
社
会
福

　
祉
協
議
会

　
☎
６
９
８

−

８
９
１
０

　
FAX
６
９
８

−

８
９
２
１

お

　く

　や

　み

（
3
月
届
分
）（
敬
称
略
）

片
　
山
　
隆
　
博
（
67
歳
）
高
　
房

※
同
ネ
ッ
ト
は
ハ
ン
デ
上
位



ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

離
職
者
向
け
職
業
訓
練
　受
講
生
募
集

■
６
ヵ
月
コ
ー
ス

〔
訓
練
期
間
：
７
月
３
日
㈪
〜
12

月
27
日
㈬
〕

・
電
気
設
備
技
術
科

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

■
７
ヵ
月
コ
ー
ス

〔
訓
練
期
間
：
７
月
３
日
㈪
〜
令

和
６
年
１
月
31
日
㈬
〕

　
６
カ
月
コ
ー
ス
の
前
に
１
カ
月
の
導

入
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科

・
住
環
境
計
画
科

対
象
者
　
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
込
み
を
し
て
い
る
方
な
ど

（
選
考
あ
り
）

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等

は
必
要
）

募
集
期
間
　
６
月
１
日
㈭
ま
で

申
込
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門

お
問
合
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島
　

☎
６
５
４―

５
１
０
２
ま
で
。

（
平
日
９
時
〜
17
時
）

2023年度

　県内の保育事業者が多数参加し、保育の
魅力や仕事の様子などをわかりやすく説明
します。保育施設への就職に興味のある方
は、資格の有無にかかわらず、一般・学
生、どなたでもご参加ください。
〇参加費無料・申込不要
日　時　５月27日㈯
　　　　９時30分～13時
場　所　徳島グランヴィリオホテル１階
　　　　徳島市万代町3-5-1
問合せ　徳島県社会福祉協議会
　　　　徳島県保育士・保育所支援センター
　　　　☎625－2040

募
集
訓
練
科

（徳島県委託事業）

保育フェア
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板野東部消防組合情報公開条例の運用状況
　板野東部消防組合情報公開条例（条例第１号）第20条の規定により、令和４年度における同条例の運用
状況を次のとおり公表します。
１　情報公開の状況

２　公文書公開の請求者別内訳

３　不服申し立ての状況　　　なし

板野東部消防組合個人情報保護条例の運用状況
　板野東部消防組合個人情報保護条例（条例第２号）第37条の規定により、令和４年度における同条例の
運用状況を次のとおり公表します。
１　開示請求の処理状況

２　開示請求の請求者別内訳

３　個人情報の訂正請求状況　　　　　なし
４　個人情報の利用中止請求の状況　　なし
５　不服申し立ての状況　　　　　　　なし

区　　分
公　　文　　書　　の　　公　　開

請　　求 処　理　の　状　況
公　　開 部分公開 非 公 開 不 受 理

件　　数 ２件 ２件 ０件 ０件 ０件
※「不受理」とは、当該公文書が存在しないため、請求を受理しなかった場合をいいます。

区　　　　　　　　　　分 人　　　数
管内に住所を有する者 ２人
実施機関の事務事業に利害関係を有する者 ０人

※同時に複数の方から同一の申請のあったものについては、「１人」として計上しています。

区　　分
個　人　情　報　の　開　示

請　　求 処　理　の　状　況
開　　示 部分開示 非 開 示 請求拒否 取り下げ

件　　数 １件 ０件 １件 ０件 ０件 ０件
※１「請求拒否」とは、開示請求に係る個人情報を保有していない等のため、開示の請求書を拒否したものです。
※２「取り下げ」とは、保有個人情報の提供等により請求が取り下げられたものです。

区　　　　　分 人　　　　数
本　　　　　人 １人

代　　理　　人 法定代理人 ０人
法定代理人以外の代理人 ０人

合　　　　　計 １人
※同時に複数の方から同一の申請があったものについては「１人」として計上しています。
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「毎月20日はあいさつ運動の日です」
５月のあいさつ運動は５月19日㈮に行います。

北島町青少年健全育成町民会議

お 知 ら せ

　

５月の風のように、さわやかなあいさつを交わそう。

こし良し！かおり良し！のどごしなお良し！
あじわい系日本そば作りに挑戦!!

『徳島にもあった！！』と訪れた人が唸る名店！
三軒屋町　手打ちそば　ひかり　

代表　本田　光（ほんだ ひかり）さんに、
ご指導いただき、大満足の日本そばを作りましょう。

　毎日の生活で「疲れたなぁ～」って思うことや心配なこと、
怒ったり・笑ったりいろいろな気持ちがあります。同じ立場の
人同士でおしゃべりすると気持ちが「フッ」と楽になったり、
「スッキリ」して前向きになれたり♪このピアサポート（仲間
どうしの支えあい）の力を活かして、「家族支援ワークショッ
プ・おしゃべり会」を開催します。

一緒に暮らす家族にも支援が必要な時もあります。
はじめてでも大丈夫！自分のために時間をつくってみませんか？

開催日時　10時30分から12時まで
　　　６月20日㈫　９月19日㈫　10月17日㈫　11月28日㈫
開催場所　北島町老人福祉センター
参加対象　障がい児（者）の親・家族　興味のある方どなたでも
参 加 費　無　料
講　　師　徳島県手をつなぐ育成会 市町村の会 おしゃべり隊
　　　　　　ファシリテーター　福井　公子 氏
申込方法　前日までにお名前・ご連絡先を下記へお知らせくだ

さい。
備考：全日本育成会が開発した「家族支援ワークショップ」プ

ログラムを活用します。
◇◆ お申込み・お問合せ◇◆
北島町新喜来字南古田88－1（老人福祉センター内）
社会福祉法人　北島町社会福祉協議会　
☎698－8910  FAX 698－8921

「家族支援ワークショップ・おしゃべり会」 
そば打ち講習会開催

手打ち 日本そば

お申込みは５月８日㈪から下記へお願
いします。［定員になり次第終了］
社会福祉法人　北島町社会福祉協議会
（老人福祉センター内）
☎698-8910　FAX698-8921

～障がいのある子（人）をケアしている「あなた」のために～

参加費　700円(材料費ほか)

準備物　エプロン･三角巾･持ち帰り用容器･情熱

定　員　先着12名（全３回参加できる方)

対　象　北島町在住の65歳以上の方

場　所　保健相談センター研修室・調理室

日　程　（全３回）いずれも11時～14時　
　　　　６月５日㈪、７月３日㈪、８月７日㈪

令
和
５
年
度

長
期
休
暇
児
童
館

ア
ル
バ
イ
ト
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員

募集

受講対象者：ひとり親家庭の母及び父（配偶者の暴力により、親と子で避難
をしている等、婚姻の実態は失われているが、止むを得ない事
情により離婚の届出を行っていない方を含みます。）及び寡婦。

　　　　　なお、講習会が定員に満たない場合は、ひとり親家庭の子ども
も受講できる場合がありますのでお問合せください。

科目・日程：徳島県母子寡婦福祉連合会のHPでご確認ください。
場　　所：徳島県立総合福祉センター他
受 講 料：無料（テキスト等に要する費用は、受講者負担となります。）
申込方法：受講希望者は、所定の申込書に必要事項を記入し、持参・郵

送・メールにて下記へお申し込み下さい。
　　　　　※介護職員初任者研修申込者は、運転免許証等、本人確認がで

きるものが必要です。
　

お問合せ・お申込み先
公益財団法人　徳島県母子寡婦福祉連合会
〒770－0943
徳島市中昭和町１丁目２番地　県立総合福祉センター　２階
☎：654－7418　FAX：654－7414
HP：https://tbjcenter.jp
メール：boshi-04@song.ocn.ne.jp
担当：池田・仁木

 内閣府では、一般の方から春秋叙勲の候補者の推薦を受け付
けています。 
　詳しくは「叙勲 一般推薦」で検索し、内閣府ホームページ
でご確認ください。 

１ 候補者の要件 
 長年（概ね20年以上）地域で幅広く公共のために活躍した
方で、70歳以上の方等 

２ 推薦方法 
　・推薦者１名、賛同者２名により推薦（ともに20歳以上） 
　・自分自身や二親等内の親族関係にある方の推薦は不可 
　・推薦書（指定様式）を下記担当窓口まで郵送（常時受付中） 

３ 指定様式の入手・照会・郵送先 
　・内閣府ホームページ：
　　https://www8.cao.go.jp/shokun/ippansuisen.html 
　・担当窓口（内閣府賞勲局一般推薦担当） 
　　　〒100－8914　東京都千代田区永田町1－6－1
　　　☎03－3581－2868 

春秋叙勲の候補者として
ふさわしい方を推薦できます

 (一般推薦制度) 

令和５年度
徳島県母子家庭等就業・自立支援センター

就業支援講習会
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「毎月20日はあいさつ運動の日です」
５月のあいさつ運動は５月19日㈮に行います。

北島町青少年健全育成町民会議

お 知 ら せ

　

５月の風のように、さわやかなあいさつを交わそう。

こし良し！かおり良し！のどごしなお良し！
あじわい系日本そば作りに挑戦!!

『徳島にもあった！！』と訪れた人が唸る名店！
三軒屋町　手打ちそば　ひかり　

代表　本田　光（ほんだ ひかり）さんに、
ご指導いただき、大満足の日本そばを作りましょう。

　毎日の生活で「疲れたなぁ～」って思うことや心配なこと、
怒ったり・笑ったりいろいろな気持ちがあります。同じ立場の
人同士でおしゃべりすると気持ちが「フッ」と楽になったり、
「スッキリ」して前向きになれたり♪このピアサポート（仲間
どうしの支えあい）の力を活かして、「家族支援ワークショッ
プ・おしゃべり会」を開催します。

一緒に暮らす家族にも支援が必要な時もあります。
はじめてでも大丈夫！自分のために時間をつくってみませんか？

開催日時　10時30分から12時まで
　　　６月20日㈫　９月19日㈫　10月17日㈫　11月28日㈫
開催場所　北島町老人福祉センター
参加対象　障がい児（者）の親・家族　興味のある方どなたでも
参 加 費　無　料
講　　師　徳島県手をつなぐ育成会 市町村の会 おしゃべり隊
　　　　　　ファシリテーター　福井　公子 氏
申込方法　前日までにお名前・ご連絡先を下記へお知らせくだ

さい。
備考：全日本育成会が開発した「家族支援ワークショップ」プ

ログラムを活用します。
◇◆ お申込み・お問合せ◇◆
北島町新喜来字南古田88－1（老人福祉センター内）
社会福祉法人　北島町社会福祉協議会　
☎698－8910  FAX 698－8921

「家族支援ワークショップ・おしゃべり会」 
そば打ち講習会開催

手打ち 日本そば

お申込みは５月８日㈪から下記へお願
いします。［定員になり次第終了］
社会福祉法人　北島町社会福祉協議会
（老人福祉センター内）
☎698-8910　FAX698-8921

～障がいのある子（人）をケアしている「あなた」のために～

参加費　700円(材料費ほか)

準備物　エプロン･三角巾･持ち帰り用容器･情熱

定　員　先着12名（全３回参加できる方)

対　象　北島町在住の65歳以上の方

場　所　保健相談センター研修室・調理室

日　程　（全３回）いずれも11時～14時　
　　　　６月５日㈪、７月３日㈪、８月７日㈪
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受講対象者：ひとり親家庭の母及び父（配偶者の暴力により、親と子で避難
をしている等、婚姻の実態は失われているが、止むを得ない事
情により離婚の届出を行っていない方を含みます。）及び寡婦。

　　　　　なお、講習会が定員に満たない場合は、ひとり親家庭の子ども
も受講できる場合がありますのでお問合せください。

科目・日程：徳島県母子寡婦福祉連合会のHPでご確認ください。
場　　所：徳島県立総合福祉センター他
受 講 料：無料（テキスト等に要する費用は、受講者負担となります。）
申込方法：受講希望者は、所定の申込書に必要事項を記入し、持参・郵

送・メールにて下記へお申し込み下さい。
　　　　　※介護職員初任者研修申込者は、運転免許証等、本人確認がで

きるものが必要です。
　

お問合せ・お申込み先
公益財団法人　徳島県母子寡婦福祉連合会
〒770－0943
徳島市中昭和町１丁目２番地　県立総合福祉センター　２階
☎：654－7418　FAX：654－7414
HP：https://tbjcenter.jp
メール：boshi-04@song.ocn.ne.jp
担当：池田・仁木

 内閣府では、一般の方から春秋叙勲の候補者の推薦を受け付
けています。 
　詳しくは「叙勲 一般推薦」で検索し、内閣府ホームページ
でご確認ください。 

１ 候補者の要件 
 長年（概ね20年以上）地域で幅広く公共のために活躍した
方で、70歳以上の方等 

２ 推薦方法 
　・推薦者１名、賛同者２名により推薦（ともに20歳以上） 
　・自分自身や二親等内の親族関係にある方の推薦は不可 
　・推薦書（指定様式）を下記担当窓口まで郵送（常時受付中） 

３ 指定様式の入手・照会・郵送先 
　・内閣府ホームページ：
　　https://www8.cao.go.jp/shokun/ippansuisen.html 
　・担当窓口（内閣府賞勲局一般推薦担当） 
　　　〒100－8914　東京都千代田区永田町1－6－1
　　　☎03－3581－2868 

春秋叙勲の候補者として
ふさわしい方を推薦できます

 (一般推薦制度) 

令和５年度
徳島県母子家庭等就業・自立支援センター

就業支援講習会
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ごぞんじですか？検察審査会
〜不起訴には11人の審査の目〜

検察官が事件を裁判にかけなかったこと（不起訴処分）のよしあしを、選挙権を有する国民
の中からくじで選ばれた11人の検察審査員が審査する制度です。

検察審査員はどうやって選ばれるの？
各市町村の選挙管理委員会が有権者を対象に行ったく
じの結果をもとに、候補者名簿が作成され、その名簿
の中からくじで選ばれます。

選ばれたら何をするの？
月に１、２回開かれる会議で、検察庁から取り寄せた事件の記録を調べ、意見を出し合って、不起訴処分のよ
しあしを審査します。

法律知識がなくても大丈夫？
検察審査員の仕事は、不起訴処分のよしあしを国民の視点で審査することですので、法律の専門知識は必要あ
りません。

　お 問 合 せ
検察審査会制度については　https://www.courts.go.jp/kensin/　で詳しく紹介しています。

徳島検察審査会事務局　☎088−603−0160
美馬検察審査会事務局　☎0883−52−1035

在
宅
当
番
医
割
出
表

５月３日（水・祝）～５日（金・祝） 北島町 きたじま田岡病院 698−1234

５月７日㈰ 北島町 藤本クリニック 698−0303

５月14日㈰ 北島町 越智内科胃腸科 698−3111

５月21日㈰ 上板町 上板整形外科クリニック 637−6600

５月28日㈰ 上板町 川原眼科 694−8388

急に在宅当番医が変わること
があります。
もし、病院に連絡がつかない
場合は、板野東部消防本部

（☎698−9119）にご連絡く
ださい。

申立て・手続案内は、各事務局
までお問合せください。
費用は一切かかりません。

あなたも
選ばれるかも

法改正により、令和５年２月から、検察審査員に
なる年齢が20歳以上から18歳以上になりました。
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セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
自
分
自
身
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
管
理
能
力
を
示
し
ま
す
。

嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
感
情
に
出
し
、
相
手
に

ぶ
つ
け
な
い
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

○
人
と
の
つ
な
が
り

　
困
難
や
脅
威
が
発
生
し
た
場
合
に
、
自
分
だ

け
で
な
く
、
自
分
に
協
力
し
て
く
れ
る
人
や

支
え
て
く
れ
る
人
の
存
在
は
大
き
な
意
味
を

持
ち
ま
す
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
お
い
て
、
自
分

を
支
え
る
、
協
力
し
て
く
れ
る
人
材
の
存
在
は

ス
ト
レ
ス
低
下
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
持
っ
た
人
は
、
情
熱
的
な

人
物
で
は
な
く
冷
静
に
現
実
を
直
視
し
、
受
け

止
め
る
姿
勢
を
持
っ
て
い
ま
す
。
起
こ
っ
た
問

題
や
出
来
事
を
、
思
い
込
み
や
早
と
ち
り
で
判

断
し
て
結
論
を
出
さ
ず
現
状
を
見
据
え
た
上
で
、

客
観
的
な
視
点
か
ら
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
人
材
と
言
え
ま
す
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高

め
る
た
め
に
、
小
さ
い
頃
か
ら
成
功
体
験
を
積

み
重
ね
る
こ
と
は
、
自
己
肯
定
感
を
向
上
さ
せ

る
上
で
も
重
要
で
す
。
自
己
肯
定
感
が
高
く
な

る
こ
と
で
自
分
自
身
が
で
き
る
こ
と
を
理
解
し

強
み
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
強
み

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
成
功
体
験
の
蓄
積

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
生
む
こ
と
に
も
繋
が
り

ま
す
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
つ
い
て

徳島板野警察署広報　☎698－0110

春の全国交通安全運動
５月11日㈭から５月20日㈯まで

全国重点
・こどもを始めとする歩行者の安全の確保
・横断歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上
・自転車のヘルメット着用と
　　　　　　　　　交通ルール遵守の徹底

春の全国交通安全運動
交通事故死ゼロを目指す日　５月20日㈯

高齢者の交通事故の徹底防止
★ゆとりと思いやりを持って交通ルールを守りましょう！

徳島県重点
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誰一人 取り残さない社会に
　「ＳＤＧｓ＝持続可能な開発目標」
誰一人 取り残さない社会に

　「ＳＤＧｓ＝持続可能な開発目標」
北島町人権教育推進協議会　会長　久　米　利　國北島町人権教育推進協議会　会長　久　米　利　國

み ん な の 大 切 な 人 権

は
じ
め
に

　
最
近
、
こ
の
図
柄
の

バ
ッ
ジ
を
胸
に
つ
け

て
い
る
人
た
ち
を
見

か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ラ
ー
ホ
イ
ー
ル
」

と
い
う
そ
う
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え

方
や
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
人
た

ち
が
つ
け
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
も
、
毎
日
の
よ

う
に「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
エ
ス・デ
ィ
ー・ジ
ー

ズ
）」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
り
目

に
し
た
り
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
は
、
そ

の
取
り
組
み
が
放
映
さ
れ
た
り
、
企
業

の
Ｃ
Ｍ
に
も
使
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

  

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ

と
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
何
か
私
た
ち
の

社
会
や
未
来
を
よ
く
す
る
た
め
の
よ
う

で
す
が
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
に
は
、

ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＝
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
と
は

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
１
５
年
９
月
の
国

連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
す
。

国
連
加
盟
１
９
３
か
国
が
２
０
１
６
年

か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の
15
年
間
で
達

成
す
る
た
め
に
掲
げ
た
目
標
で
す
。
採

択
ま
で
に
は
、
環
境
と
開
発
等
に
関
す

る
テ
ー
マ
ご
と
の
話
し
合
い
や
国
ご
と

の
話
し
合
い
が
、
何
年
も
か
け
て
何
度

も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
話
し
合

い
に
は
、
各
国
政
府
や
国
際
機
関
の
関

係
者
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
の
市
民

社
会
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
）
や

研
究
者
、
企
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係

者
も
参
加
し
ま
し
た
。
長
い
年
月
を
か

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
多
く
の
人
た
ち
の
力

で
行
動
計
画
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
こ
と
を
誓
う

　
人
間
の
尊
厳
に
こ
そ
基
本
的

な
価
値
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

す
べ
て
の
国
、
人
々
、
そ
し
て

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
に
お
い

て
実
現
す
る
こ
と
を
願
う

私
た
ち
は
、
最
も
遠
く
に
取
り
残

さ
れ
て
い
る
人
々
に
こ
そ
、
第
一

に
手
が
届
く
よ
う
、
最
大
限
の
努

力
を
行
う
。

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０ 

ア
ジ
ェ
ン
ダ
（=

行
動
計
画
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
  

「
地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て
取
り
残

さ
な
い
こ
と
」
を
誓
っ
た
目
標
は
、
５

つ
の
要
素
（
５
Ｐ
）
と
17
の
ゴ
ー
ル
・

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
開
発
途
上

の
国
々
の
み
な
ら
ず
我
が
国
な
ど
の
先

進
国
自
身
が
取
り
組
む
べ
き
普
遍
的
な

も
の
な
の
で
す
。

自
分
に
で
き
る
こ
と

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
中
で
、

国
連
は
、
地
球
規
模
の
課
題
が
顕
在
化

し
て
き
た
と
言
い
ま
す
。
日
本
国
内
の

課
題
と
も
重
な
る
も
の
も
少
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
自
然
災
害
の
多
発
、
戦
争
・
紛
争
、

食
糧
問
題
、
貧
困
問
題
、
格
差
の
問
題
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
他
者
へ
の
誹
謗
中

傷
、
等
々
…
。

　

人
権
や
環
境
、
平
和
な
ど
の
問
題

は
、
ど
こ
か
遠
く
の
話
で
、
自
分
と
は

関
係
の
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
、
敬
遠

し
が
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
す
で
に
私
た
ち
の
身
近

な
と
こ
ろ
で
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方

や
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
ゴ
ミ
の
分
別
。

私
自
身
が
、
使
う
者
の
責
任
を
果
た
す

こ
と
で
、
海
を
守
り
、
私
の
健
康
、
資

源
の
保
護
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
意
識
が
変
わ
れ
ば
社
会
が

変
わ
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

　
先
ず
は
自
分
自
身
の
命
と
人
権
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
と

同
じ
よ
う
に
周
り
の
人
た
ち
と
そ
れ
ぞ

れ
の
「
違
い
」
を
認
め
合
い
、
大
切
に

す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
も
の
で
す
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
」、
こ
の

中
に
は
、
あ
な
た
も
私
も
生
き
て
い
る

の
で
す
か
ら
。
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一
　
般
　
質
　
問

　
町
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問
は
、
伊
勢
政

二
議
員
、橋
本
典
幸
議
員
、梶
哲
也
議
員
、佐
々

木
紀
子
議
員
、
夷
谷
大
輔
議
員
、
武
山
光
憲
議

員
、
板
東
泰
史
議
員
、
増
谷
禎
通
議
員
で
大
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
政
二 

議
員

　

質
問
１　
教
育
長
は
北
島
町
教
育
行
政
を
ど
の

よ
う
な
方
針
で
進
め
て
い
く
の
か

　
北
島
町
の
礎
と
な
る
小
中
学
生
の
た
め
よ
り

一
層
の
教
育
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
教
育
長
の
方
針
を
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
天
羽
教
育
長

　
確
か
な
学
力
等
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
と

未
来
を
切
り
拓
く
人
づ
く
り
の
推
進
や
、
一
人

ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
教
育
の
推
進
な
ど
、

北
島
町
教
育
大
綱
の
五
つ
の
基
本
目
標
を
達
成

す
べ
く
教
育
を
進
め
て
い
く
。
学
校
教
育
を
よ

り
よ
く
す
る
た
め
に
各
教
師
の
い
い
と
こ
ろ
を

集
め
い
い
指
導
を
目
指
す
、
い
い
教
員
に
育
て

あ
げ
る
と
い
う
こ
と
を
最
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　

質
問
２　
副
町
長
は
職
員
を
ど
の
よ
う
な
方
針

で
指
導
を
し
て
い
く
の
か

　
す
べ
て
の
職
員
が
業
務
に
精
励
し
や
す
い
環

境
を
更
に
整
備
し
、
明
る
い
笑
顔
の
花
が
咲
い

た
よ
う
な
庁
舎
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
副

町
長
の
方
針
を
お
聞
き
し
た
い
。

　

答　
弁　
藤
本
副
町
長

　
職
員
が
個
人
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
風
通
し
の
良
い
職
場
に
す
る
こ
と
が
私
の
責

務
で
も
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
か
つ
、

町
発
展
の
原
動
力
で
も
あ
る
。

　
今
後
も
、
住
民
と
融
和
し
垣
根
の
な
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
住
民
の
要
望
に
迅
速
か
つ

柔
軟
に
対
応
で
き
る
職
員
の
育
成
、
個
人
の
特

性
を
見
極
め
た
人
員
配
置
等
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
。

　

質
問
３　
町
長
は
任
期
中
に
北
島
町
行
政
と
ど

の
よ
う
な
方
針
で
取
り
組
む
の
か

　
今
後
と
も
古
川
町
長
に
素
晴
ら
し
い
町
づ
く

り
を
含
め
た
町
政
運
営
を
お
願
い
し
た
い
。

　

答　
弁　
古
川
町
長

　
「
活
気
あ
ふ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
や

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
な
ど
新
し
い
施
策
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
邁

進
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
４　
北
島
町
、
北
島
町
議
会
の
更
な
る
発

展
を
祈
念
し
て

　
今
後
と
も
町
民
の
た
め
に
、
行
政
と
議
会
が

一
心
同
体
と
な
っ
て
、
町
民
の
た
め
の
行
政
を

執
行
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
古
川
町
長

　
伊
勢
議
員
に
は
、
24
年
間
と
い
う
長
い
議
員

生
活
の
中
で
、
町
や
町
民
た
め
に
、
87
回
も
の

一
般
質
問
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽

力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
そ

の
大
き
な
功
績
を
今
後
の
町
政
に
活
か
し
て
い

き
た
い
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
典
幸 

議
員

　

質
問
１　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ

ク
チ
ン
接
種

　
５
類
へ
の
移
行
後
、
本
年
度
も
無
料
接
種
が

継
続
さ
れ
る
の
か
。
開
始
時
期
や
医
療
機
関
へ

の
協
力
依
頼
、
予
約
時
の
支
援
体
制
な
ど
を
問

う
。

　

答　
弁　
井
住
健
康
保
険
課
長

　
令
和
５
年
度
の
１
年
間
は
現
行
の
特
例
臨
時

措
置
の
実
施
期
間
を
延
長
し
、
追
加
接
種
が
可

能
な
全
年
齢
を
秋
か
ら
冬
に
１
回
、
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
い
者
等
に
は
、
春
か
ら
夏
に
前
倒
し

し
て
さ
ら
に
１
回
接
種
す
る
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

質
問
２　
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
機
能
維
持
対
策

　
一
般
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
係
る
連
絡
会
議

は
、
今
年
上
半
期
に
解
散
予
定
で
あ
る
。
本
町

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
60
年
に
供
用
開
始
さ
れ
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
施
設
全
体
に
及
ぶ
修

繕
の
年
次
計
画
が
必
要
と
考
え
る
が
所
思
を
聞

き
た
い
。

　

答　
弁　
藤
田
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

　
現
施
設
を
延
命
化
し
、
次
の
方
策
を
探
っ
て

い
く
た
め
、
延
命
化
に
係
る
施
設
の
修
繕
計
画

に
つ
い
て
予
算
化
を
図
り
た
い
。

　

質
問
３　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
事
業

　
政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
の

高
い
地
方
自
治
体
に
対
し
、
来
年
度
の
地
方
交

付
税
を
上
乗
せ
配
分
す
る
方
針
で
あ
る
。
町
の

普
及
率
や
県
内
自
治
体
と
の
交
付
率
の
比
較
な

ど
、
交
付
税
へ
の
影
響
を
問
う
。

　

答　
弁　
藤
田
住
民
課
長

　
令
和
５
年
３
月
１
日
現
在
の
交
付
率
は
、
全

国
が
63
・
５
％
、
徳
島
県
が
62
・
９
％
で
あ
り
、

県
内
の
状
況
は
、
１
位
が
美
馬
市
76
・
９
％
、

２
位
が
北
島
町
70
・
４
％
、
３
位
が
松
茂
町

67
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
国
の
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
増
額
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
活
用
特
別
分
は
、
全

市
町
村
に
お
い
て
基
準
財
政
需
要
額
を
増
額
す

る
よ
う
算
定
さ
れ
、
交
付
率
が
「
上
位
３
分
の

１
の
市
町
村
が
達
す
る
交
付
率
」
以
上
の
市
町

村
に
は
、
交
付
率
に
応
じ
た
割
増
し
率
に
よ
り

算
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

議
会
だ
よ
り

北
島
町
議
会

　
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
６
日
に
開
会
さ
れ
、
３
月
20
日
に
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

　
町
長
提
出
議
案
と
し
て
「
北
島
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」
な
ど
22
議
案
、
報
告
が
１
件
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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梶　
哲
也 

議
員

　

質
問
１　
留
守
家
庭
児
の
受
け
入
れ
体
制
に
つ

い
て

　
令
和
４
年
４
月
時
点
の
各
児
童
館
の
登
録
児

童
の
人
数
を
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　
中
央
児
童
館
と
南
児
童
館
が
１
５
０
名
、
北

児
童
館
が
１
０
９
名
、
東
児
童
館
が
41
名
、
西

児
童
館
が
22
名
で
あ
る
。

　

質
問
１　
②

　
児
童
館
登
録
児
童
の
申
込
の
周
知
等
に
つ
い

て
来
年
度
は
各
課
の
連
携
が
と
れ
た
広
報
は
可

能
か
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　
子
育
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
も
活
用
し
て
周
知
を

図
る
ほ
か
、
新
１
年
生
の
保
護
者
に
は
、
入
学

説
明
会
の
通
知
に
併
せ
て
児
童
館
の
案
内
も
送

付
し
た
い
。

　

質
問
１　
③

　
南
部
地
区
学
習
等
供
用
施
設
の
登
録
児
が
多

く
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
も
あ
る
。
小
学
校
内
の

教
室
を
使
い
、
臨
時
的
に
放
課
後
こ
ど
も
教
室

の
設
置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
南
小
学
校
で
は
、
全
室
が
特
別
支
援
学
級
と

各
学
年
の
教
室
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
空
き
教

室
が
な
い
た
め
、
放
課
後
こ
ど
も
教
室
設
置
は

難
し
い
。

　

質
問
２　
庁
舎
の
管
理
に
つ
い
て

　
庁
舎
は
、
長
寿
命
化
大
規
模
改
修
を
行
っ
て

75
年
ま
で
使
用
す
る
の
か
、
必
要
最
小
限
の
修

繕
で
60
年
ま
で
使
用
す
る
の
か
、
現
時
点
で
の

見
解
を
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
庁
舎
は
築
48
年
が
経
過
し
、
今
後
の
あ
り
方

や
財
政
状
況
等
も
勘
案
し
な
が
ら
、
そ
の
方
向

性
を
検
討
し
て
い
く
。

　

質
問
３　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
拡
大
す
る
と
マ
ッ
プ
が
ぼ
や
け
た
り
、

エ
ラ
ー
を
起
こ
す
状
態
で
あ
る
。
早
急
に
改
善

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
拡
大
閲
覧
可
能
な
サ
イ

ズ
に
し
て
い
た
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

は
ス
ム
ー
ズ
に
見
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、

マ
ッ
プ
を
把
握
で
き
る
レ
ベ
ル
と
サ
イ
ズ
の
調

整
を
検
討
し
、
修
正
を
行
っ
て
い
く
。

　

質
問
４　
未
来
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
本
町
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。
病
院
・
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
バ
ス
停
協
賛
を
募
り
、
役
場
を
中
心
に
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
Ｊ
Ｒ
の
駅
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
空
港
へ
の
接
続
が
可
能
に
な
る

と
、
利
便
性
が
上
が
り
、
よ
り
住
み
や
す
い
町

へ
と
発
展
す
る
と
考
え
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
急
速
な
高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る
な
か
、
公

共
交
通
機
関
の
役
割
は
、
よ
り
重
要
と
な
る
た

め
、
財
政
規
範
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
地
域
の

足
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
紀
子 

議
員

　

質
問
１　
重
点
施
策
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
」
の
中
の
「
伴
走
支
援
」
に
つ
い
て

　
町
長
の
所
信
表
明
の
重
点
施
策
３
「
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
な
か
に
、
伴

走
支
援
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
と
あ
っ
た
が
、

具
体
的
な
内
容
を
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
井
住
健
康
保
険
課
長

　
１
世
帯
に
複
数
の
課
題
が
存
在
し
て
い
る
状

態
や
、
世
帯
全
体
が
孤
立
し
て
い
る
状
態
な
ど
、

従
来
の
よ
う
な
縦
割
り
の
支
援
体
制
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る
。

　
今
後
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て
包
括
的
な
支
援

体
制
を
円
滑
に
構
築
・
実
践
で
き
る
仕
組
み
を

つ
く
る
た
め
、
新
た
に
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

質
問
２　
高
齢
者
ら
の
ス
マ
ホ
活
用
と
支
援
へ

向
け
た
デ
ジ
タ
ル
推
進
員
の
配
置
に
つ
い
て

　
情
報
通
信
機
器
を
十
分
に
利
用
で
き
ず
に
生

じ
る
情
報
格
差
へ
の
対
応
と
し
て
、
寄
り
添
う

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
一
層
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
今
後
の
展
開
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　
公
益
財
団
法
人
ｅ
―
と
く
し
ま
推
進
財
団
と

連
携
し
講
習
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
今
年
度
は
、

デ
ジ
タ
ル
推
進
委
員
と
と
も
に
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
も
、
定
期
的

に
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。
今
後
も
、

デ
ジ
タ
ル
格
差
の
解
消
に
向
け
、
継
続
し
て
実

施
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

　

質
問
３　
出
産
後
の
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

①
産
後
ケ
ア
事
業
の
支
援
体
制
を
よ
り
一
層
充

実
さ
せ
る
た
め
強
固
な
支
援
づ
く
り
が
急
務
と

考
え
る
。
本
町
の
産
後
ケ
ア
事
業
の
内
容
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
保
健
師
等
の
自
宅
訪
問
に
よ
る
相
談
対
応
や
、

助
産
師
に
よ
る
母
乳
相
談
や
楽
育
（
抱
っ
こ
）

教
室
、ま
た
お
母
さ
ん
の
お
話
タ
イ
ム
、育
児・

栄
養
相
談
事
業
を
実
施
し
、
産
婦
の
心
身
の
ケ

ア
、
育
児
の
手
技
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
指
導

及
び
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

質
問
３　
②

　
産
後
ケ
ア
事
業
に
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

デ
イ
ケ
ア
、
訪
問
の
３
事
業
が
あ
る
が
利
用
状

況
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
各
種
教
室
や
事
業
は
、
毎
回
ほ
ぼ
満
員
と
利

用
が
多
い
。
ま
た
、
と
く
し
ま
在
宅
育
児
応
援

ク
ー
ポ
ン
事
業
と
し
て
、登
録
の
あ
る
助
産
所・

助
産
院
の
産
後
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
ち

ら
の
利
用
者
は
少
な
い
。

　
今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　

質
問
４　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
再

開
と
、
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

①
２
価
・
４
価
で
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
公
費
接

種
に
、
よ
り
効
果
的
と
認
定
さ
れ
た
９
価
ワ
ク

チ
ン
が
新
年
度
か
ら
定
期
接
種
化
さ
れ
る
。
今

年
度
か
ら
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
を
含
め
た
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
再
開
し
た
が
、
現
在
の
接
種
率

と
町
民
の
反
響
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
４
月
に
定
期
接
種
及
び
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対

象
者
に
個
別
通
知
を
し
た
と
こ
ろ
接
種
に
つ
い

て
の
問
合
せ
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
接
種
率
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
12
月
末
現

在
ま
で
の
１
回
目
接
種
率
は
７
％
で
あ
り
、
国

の
接
種
率
の
４
％
を
超
え
て
い
る
。

　

質
問
４　
②
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９
価
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
安
全
性
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
２
価
・
４
価
よ
り
多
く
の
９
種
類
の
遺
伝
子

型
を
標
的
と
し
て
お
り
、
子
宮
頸
が
ん
及
び
そ

の
前
が
ん
病
変
の
罹
患
率
の
減
少
、
子
宮
頸
が

ん
の
死
亡
率
の
減
少
が
期
待
さ
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
４
価
と
比
較
し
接
種
部
位
の
症
状
の
発
現
は

多
い
が
、
全
身
症
状
は
同
程
度
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

　

質
問
４　
③

　
定
期
接
種
と
し
て
、
新
ワ
ク
チ
ン
も
使
え
る

よ
う
に
な
る
と
、
令
和
４
年
度
に
通
知
し
て
い

る
対
象
者
へ
も
新
た
な
情
報
提
供
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
本
町
の
見
解
と
周
知
方
法
も
聞
き
た

い
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
国
の
方
針
等
の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
対
象

者
へ
は
個
別
通
知
を
実
施
す
る
予
定
と
し
、
町

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
広
報
も
考
え
て
い
る
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

夷
谷
大
輔 

議
員

　

質
問
１　
町
所
有
の
公
共
施
設
の
活
用
に
つ
い

て
　
町
が
保
有
す
る
公
共
施
設
を
総
合
的
に
把
握

し
、
維
持
管
理
費
や
統
廃
合
を
視
野
に
入
れ
た
、

よ
り
精
査
さ
れ
た
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
令
和
５
年
度
よ
り
町
財
政
の
健
全
化
を
図
る

た
め
全
般
的
な
見
直
し
に
向
け
て
の
検
討
を
行

う
。
公
共
施
設
に
つ
い
て
も
統
廃
合
な
ど
あ
ら

ゆ
る
選
択
肢
を
視
野
に
入
れ
、
必
要
性
や
費
用

対
効
果
を
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

　

質
問
２　
ト
ラ
イ
ア
ル
・
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
及

び
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

　
公
共
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
民
間
事
業
者
と

の
対
話
型
市
場
調
査
を
行
い
、
施
設
の
新
た
な

利
活
用
な
ど
の
意
見
を
き
く
取
組
を
し
て
は
ど

う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
県
内
の
先
進
地
で
は
遊
休
施
設
の
活
用
に
つ

い
て
活
発
な
検
討
や
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
、
他
団
体
の
事
例
も
参
考
に
調
査
研
究
を

進
め
て
い
く
。

　

質
問
３　
ぐ
る
ぐ
る
バ
ス
に
つ
い
て

　
他
県
の
地
域
循
環
バ
ス
は
有
料
だ
が
、
ア
プ

リ
で
乗
車
予
約
が
で
き
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
。
ぐ
る
ぐ
る
バ
ス
も
高
齢
化
が
進
む
中
、
持

続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
考
え

て
は
ど
う
か
。
ぐ
る
ぐ
る
バ
ス
の
１
日
の
乗
車

数
及
び
予
算
も
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　

１
日
の
平
均
乗
車
数
は
約
15
人
で
、
令
和

４
年
度
予
算
は
人
件
費
や
燃
料
費
等
で
約

９
０
０
万
円
で
あ
る
。
ぐ
る
ぐ
る
福
祉
バ
ス
は
、

道
路
運
送
法
上
の
制
約
か
ら
料
金
の
徴
収
が
で

き
な
い
た
め
、
課
題
解
決
の
一
つ
と
し
て
先
進

事
例
の
検
証
結
果
な
ど
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
４　
小
中
学
生
の
遠
足
、
修
学
旅
行
先
に

つ
い
て

　

小
中
学
生
の
遠
足
、
修
学
旅
行
先
に

２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博
を
提
案
し
た
い
。

あ
と
２
年
先
な
の
で
早
急
な
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
万
博
会
場
に
て
体
感
す
る
こ
と

は
児
童
生
徒
の
将
来
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
る

と
考
え
る
。
学
校
現
場
に
は
候
補
の
一
つ
と
し

て
検
討
す
る
よ
う
提
案
し
た
い
。

　

質
問
５　
消
防
団
に
つ
い
て

　
本
町
に
は
五
つ
の
分
団
が
あ
る
が
、
１
分
団

定
員
20
名
の
と
こ
ろ
現
在
７
名
の
欠
員
で
あ
る
。

現
状
を
重
く
受
け
止
め
、
行
政
が
中
心
と
な
り

周
知
、
勧
誘
な
ど
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
町
報
等
で
募
集
を
呼
び
か
け
る
ほ
か
、
消
防

団
や
消
防
本
部
と
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　

質
問
６　
避
難
所
の
冷
暖
房
機
器
に
つ
い
て

　
本
町
で
は
27
カ
所
の
指
定
避
難
所
が
あ
り
、

冷
房
機
器
（
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
）
は
10
カ
所
、

暖
房
機
器
（
ス
ト
ー
ブ
）
は
６
カ
所
に
あ
る
。

い
つ
起
こ
る
か
の
災
害
に
備
え
て
備
品
を
充
実

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
各
施
設
で
備
え
る
機
器
類
の
み
で
は
限
界
が

あ
る
た
め
、
連
携
協
定
を
締
結
す
る
事
業
所
か

ら
の
提
供
を
受
け
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
山
光
憲 

議
員

　

質
問
１　
小
中
学
校
で
の
学
習
デ
ジ
タ
ル
端
末

の
修
理
費
に
つ
い
て

　
小
中
学
生
に
一
人
一
台
配
付
さ
れ
る
学
習
用

デ
ジ
タ
ル
端
末
の
修
理
費
（
落
下
や
故
障
等
）

に
つ
い
て
本
町
の
現
状
と
対
策
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
経
年
劣
化
に
よ
る
故
障
も
生
じ
て
お
り
、
そ

の
都
度
メ
ー
カ
ー
保
証
や
本
町
予
算
に
よ
り
対

応
し
て
い
る
。
端
末
の
保
険
制
度
も
多
種
多
様

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
討
を
進
め
良
好
な
環
境

を
維
持
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

質
問
２　
母
乳
バ
ン
ク
に
つ
い
て

　
早
産
児
、
極
低
出
生
体
重
児
に
対
し
て
提
供

さ
れ
る
ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
に
つ
い
て
徳
島
県
広
域

で
の
動
き
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
国
で
は
母
乳
バ
ン
ク
の
調
査
研
究
を
行
っ
て

お
り
、
ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
の
安
全
性
や
医
学
的
な

有
用
性
、
衛
生
管
理
や
ド
ナ
ー
と
な
る
産
婦
の

確
保
な
ど
、
実
施
に
向
け
た
課
題
を
調
査
し
て

い
る
。
徳
島
県
で
の
動
き
も
ま
だ
な
い
が
、
国

の
調
査
研
究
の
状
況
や
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　

質
問
３　
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
検
診
率
向

上
に
つ
い
て

①
本
町
の
令
和
３
年
度
の
各
種
検
診
率
は
、
乳

が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を
除
き
、
胃
が
ん
、
肺

が
ん
、大
腸
が
ん
、前
立
腺
が
ん
は
検
診
率
７
％

を
切
っ
て
い
る
。
現
状
の
啓
発
手
段
は
ど
う
か
。

②
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
乳
が

ん
は
35
歳
～
39
歳
は
10
万
人
当
た
り
65
・
９
人

と
急
増
し
て
い
る
こ
と
を
公
表
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
該
年
齢
の
超
音
波
検
査
を
無
料
に
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
町
の
費
用
負
担
と

方
向
性
を
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
井
住
健
康
保
険
課
長

　
町
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
っ
た
広
報
の
ほ

か
、
未
受
診
者
に
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
個
別
送
付
し
受
診
勧
奨
に
努
め
て
い
る
。

　
超
音
波
検
査
に
関
し
て
死
亡
率
減
少
効
果
は

ま
だ
証
明
さ
れ
て
お
ら
ず
40
歳
未
満
に
対
し
て

現
在
、
乳
が
ん
検
診
自
体
有
効
で
あ
る
と
い
う

エ
ビ
デ
ン
ス
も
な
い
こ
と
か
ら
、
町
が
行
う
が

ん
検
診
と
し
て
の
実
施
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
予

定
し
て
い
な
い
。

　

質
問
４　
将
来
に
向
け
て
の
広
域
バ
ス
の
運
用

に
つ
い
て
（
民
活
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
）

①
本
町
で
は
２
タ
ク
シ
ー
会
社
が
撤
退
し
、
需

要
が
多
い
た
め
「
現
実
に
な
か
な
か
来
な
い
」

と
い
う
声
を
聞
く
。シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー・
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社
協
を
中
心
に
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
を
協
議
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　
ぐ
る
ぐ
る
福
祉
バ
ス
で
は
、
乗
務
員
の
携
帯

電
話
に
事
前
連
絡
を
す
れ
ば
、
経
路
上
の
ど
こ

で
も
乗
降
可
能
で
あ
る
た
め
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た

だ
き
た
い
。
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど
も
含
め

た
移
動
手
段
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
と
協
議
し

た
い
。

　

質
問
４　
②

　
Ｙ
Ｇ
Ｋ
ド
ー
ム
や
サ
ン
ラ
イ
フ
北
島
、
サ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
北
島
等
で
開
か
れ
る
各
教
室
は
、
町

外
の
参
加
者
も
多
い
。
広
域
自
治
体
で
の
交
通

手
段
の
連
携
を
図
る
必
要
も
あ
り
、
今
か
ら
で

も
協
議
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
広
域
で
の
連
携
に
つ
い
て
も
検
討
課
題
の
一

つ
と
し
て
、
路
線
バ
ス
だ
け
で
な
く
近
隣
で
運

行
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
と
の
連
携
に
つ

い
て
も
調
査
の
う
え
、
様
々
な
検
討
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　

質
問
５　
将
来
に
向
け
て
の
食
料
自
給
率
の
向

上
に
つ
い
て

　
日
本
の
食
料
自
給
率
は
38
％
で
、
目
標
と
さ

れ
る
40
％
に
届
い
て
い
な
い
。
各
自
治
体
は
、

そ
の
地
域
の
食
糧
生
産
の
支
援
を
し
て
い
く
べ

き
で
あ
り
、
本
町
の
実
践
的
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
本
町
で
は
新
規
に
農
業
を
始
め
た
い
、
或
い

は
規
模
を
拡
大
し
た
い
と
い
う
方
へ
利
用
権
締

結
を
通
じ
て
農
地
の
集
約
化
を
進
め
て
き
た
。

今
後
、
制
度
改
正
に
よ
り
農
地
を
取
得
し
や
す

い
環
境
に
な
る
た
め
、
農
地
の
集
約
化
や
食
育

等
を
通
じ
て
効
率
的
な
農
業
、
生
産
能
力
の
向

上
を
支
援
し
て
い
く
。

　

質
問
６　
災
害
時
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
確
保

に
つ
い
て

　
内
閣
府
は
２
０
２
０
年
５
月
改
定
の
防
災
基

本
計
画
で
避
難
生
活
に
必
要
な
物
資
と
し
て
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
挙
げ
て
い
る
。
本
町
の
備
蓄

数
と
保
管
場
所
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
備
蓄

し
て
お
ら
ず
、
連
携
協
定
を
結
ん
だ
事
業
所
か

ら
提
供
を
受
け
ら
れ
る
。
な
お
、
簡
易
ベ
ッ
ド

の
導
入
数
は
２
１
０
台
で
あ
り
、
保
管
場
所
は

総
合
庁
舎
、
小
中
学
校
、
創
世
ホ
ー
ル
、
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
、
Ｙ
Ｇ
Ｋ
ド
ー
ム
及
び
町
民
体

育
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
今
後
も
計
画
的
に
導
入

し
て
い
く
。

　

質
問
７　
豪
雨
災
害
時
の
外
水
・
内
水
氾
濫
に

つ
い
て

　
本
町
で
は
堤
防
の
嵩
上
げ
が
難
し
い
。
全
国

的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
ス
ラ
イ
ド
式
防
水
扉
・

跳
ね
上
げ
式
防
水
板
、
ま
た
企
業
・
駐
車
場
・

地
下
鉄
等
で
は
パ
ネ
ル
軽
量
防
水
板
・
パ
ネ
ル

脱
却
式
防
水
板
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
見
解
を

聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
防
水
扉
や
西
高
房
の
よ
う
な
道
路
を
乗
り
越

す
形
で
堤
防
を
嵩
上
げ
す
る
対
策
も
有
効
と
思

わ
れ
る
。
道
路
管
理
者
に
お
け
る
費
用
負
担
や

維
持
管
理
、
用
地
確
保
の
問
題
も
あ
る
が
、
道

路
管
理
者
及
び
国
と
連
携
し
て
調
整
を
進
め
て

い
く
。

　

質
問
８　
政
策
提
言
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
「
北
島
町
業
務
改
善
提
案
に
関

す
る
規
定
」
に
基
づ
く
提
言
は
、
過
去
９
年
間

で
29
件
と
少
な
い
。
令
和
４
年
度
の
提
言
件
数

は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
２
月
末
時
点
で
一
般
提
案
は
機
構
改
革
に
よ

る
も
の
が
２
件
、
督
促
手
数
料
等
に
関
す
る
も

の
が
１
件
、
特
別
提
案
は
普
通
財
産
土
地
の
利

用
方
法
に
つ
い
て
６
件
あ
っ
た
。

　

質
問
９　
自
治
体
に
お
け
る
副
業
の
促
進
に
つ

い
て

　
大
企
業
な
ど
で
働
く
技
術
者
や
管
理
職
が
地

方
の
企
業
で
自
身
の
知
見
や
経
験
を
生
か
す
仕

組
み
で
あ
る
。
本
町
に
お
け
る
状
況
と
対
策
は

ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
令
和
５
年
度
で
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
を

活
用
す
る
た
め
の
事
業
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
外
部
人
材
の
活
用
を
含
め
た
必
要

な
体
制
の
整
備
や
職
員
の
人
材
育
成
を
推
進
し

て
い
く
。

　

質
問
10　
書
か
な
い
申
請
書
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
に
つ
い
て

①
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る「
書
か
な
い
窓
口
」、「
行

か
な
い
窓
口
」
の
窓
口
業
務
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
申
請
手

続
き
を
簡
素
化
す
る
な
ど
協
議
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
見
解

を
求
め
る
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
書
か
な
い
窓
口
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
関
係
各
課
所
間
と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
は
、
職
員
の

人
材
育
成
研
修
等
の
受
講
も
含
め
、
人
材
確
保

に
努
め
て
い
く
。

　

質
問
10　
②

　
今
後
の
セ
ル
フ
レ
ジ
の
拡
充
推
進
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
福
井
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

　
現
在
発
注
の
セ
ル
フ
レ
ジ
及
び
セ
ミ
セ
ル
フ

レ
ジ
は
、
４
月
よ
り
稼
働
予
定
と
し
、
今
後
の

運
用
状
況
を
見
な
が
ら
必
要
性
ま
た
費
用
対
効

果
等
を
考
慮
し
検
討
し
て
い
く
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
東
泰
史 

議
員

　

質
問
１　
高
齢
者
が
運
転
す
る
自
動
車
に
自
動

ブ
レ
ー
キ
を

　
高
齢
者
に
後
付
け
の
自
動
ブ
レ
ー
キ
費
用
を

補
助
す
る
自
治
体
が
出
て
き
た
。
国
土
交
通
省

の
性
能
認
定
を
受
け
た
「
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い

急
発
進
抑
制
装
置
」
で
あ
る
等
の
条
件
は
あ
る

が
、
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　
国
や
県
で
も
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
や
後
付
け
の

安
全
運
転
支
援
装
置
補
助
制
度
と
し
て
実
施
さ

れ
た
。
補
助
金
継
続
の
要
望
し
な
が
ら
先
進
自

治
体
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　

質
問
２　
電
子
メ
ー
ル
誤
送
信
に
よ
る
個
人
情

報
流
出
に
つ
い
て 

①
電
子
メ
ー
ル
の
誤
送
信
に
よ
る
個
人
情
報
漏

洩
の
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

　
官
公
庁
以
外
の
相
手
に
メ
ー
ル
で
連
絡
を
と

る
ア
ド
レ
ス
数
は
一
定
期
間
に
ど
の
程
度
あ
る

か
。
そ
の
場
合
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
手
打
ち

す
る
ケ
ー
ス
は
あ
る
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
本
年
度
４
月
か
ら
１
月
ま
で
に
個
人
及
び
民

間
企
業
等
へ
の
メ
ー
ル
送
信
実
績
は
６
５
６
件

あ
っ
た
。
ま
た
、
名
刺
や
印
刷
物
を
基
に
ア
ド

レ
ス
を
入
力
し
て
送
信
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ

る
。
送
信
の
際
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
ダ
ブ

ル
チ
ェ
ッ
ク
等
す
る
よ
う
職
員
に
周
知
徹
底
す

る
。

　

質
問
２　
②

　
ア
ド
レ
ス
の
手
入
力
を
し
な
い
。
オ
ー
ト
コ

ン
プ
リ
ー
ト
機
能
を
利
用
し
な
い
。
案
内
メ
ー

ル
を
返
信
し
て
も
ら
う
な
ど
の
対
策
は
実
施
し
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て
い
る
か
。
他
に
も
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
て

い
る
か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
オ
ー
ト
コ
ン
プ
リ
ー
ト
機
能
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
に
文
字
の
補
完
機
能
は

な
い
。

　

ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
た
め
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
系
の
シ
ス
テ
ム
を
内
部
事
務

処
理
系
の
シ
ス
テ
ム
と
分
離
し
て
い
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
系
は
都
道
府
県
と
市
区
町
村

が
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
を
構

築
し
、
運
用
保
守
会
社
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
監
視

や
ロ
グ
分
析
な
ど
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

を
講
じ
て
い
る
。

　

質
問
３　
小
中
学
校
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て

　
４
月
よ
り
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
を
早
期

発
見
す
る
た
め
、
教
員
が
必
要
な
項
目
を
入
力

し
、
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
が
ふ
る
い
に
か
け
見
つ
け

出
す
シ
ス
テ
ム
を
実
施
す
る
。
モ
デ
ル
校
10
校

程
度
に
町
内
の
１
校
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
働
き

か
け
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
実
証
研
究
に
は
教
員
に
よ
る
デ
ー
タ
の
入
力

や
複
数
の
会
議
の
実
施
等
が
必
要
と
な
り
、
児

童
生
徒
数
が
多
い
大
規
模
校
は
教
職
員
の
負
担

も
大
き
く
な
る
。
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
が
示
さ

れ
た
後
に
導
入
を
検
討
し
た
い
。

　

質
問
４　
中
学
生
に
よ
る
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ

教
室
に
つ
い
て

　
他
県
で
開
催
さ
れ
た
中
学
生
の
高
齢
者
向
け

ス
マ
ホ
教
室
で
は
、
高
齢
者
も
ス
マ
ホ
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
喜
ば
れ
、
中
学
生
も
感
謝
さ
れ

自
信
が
持
て
た
な
ど
双
方
に
い
い
影
響
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
再
度
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
で

ス
マ
ホ
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
北
島

中
学
校
で
も
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
で
実
施
し
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
町

で
予
約
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
町
等
が
ス
マ
ホ

教
室
を
実
施
す
る
際
に
は
、
中
学
生
に
協
力
依

頼
を
す
る
な
ど
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
谷
禎
通 

議
員

　

質
問
１　
入
札
指
名
問
題
に
つ
い
て

　
隣
町
で
官
製
談
合
問
題
が
新
聞
報
道
さ
れ
て

い
る
。

①
本
町
は
入
札
談
合
を
防
止
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
談

合
問
題
に
つ
い
て
の
感
想
と
、
各
課
に
お
け
る

指
導
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
入
札
の
際
に
は
、
北
島
町
競
争
入
札
心
得
を

配
付
し
、
そ
の
条
文
中
の
北
島
町
建
設
業
者
等

指
名
停
止
措
置
要
綱
に
は
談
合
に
お
け
る
こ
と

も
記
載
し
て
い
る
。

　
入
札
談
合
の
排
除
や
防
止
を
徹
底
す
る
た
め
、

職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
や
入

札
等
に
お
け
る
知
識
の
習
得
に
取
組
ん
で
い
く
。

　

質
問
１　
②

　
学
校
給
食
で
調
達
し
て
い
る
、
精
肉
業
者
は

何
業
者
あ
り
、
そ
の
中
に
報
道
の
業
者
は
含
ま

れ
て
い
な
い
か
。

　

答　
弁　
亀
井
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
学
校
給
食
で
の
精
肉
業
者
は
、
町
内
の
２
業

者
で
、
報
道
の
業
者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

質
問
１　

③
本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
、
報
道

の
業
者
の
商
品
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
。
今
後

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

④
隣
町
の
よ
う
に
報
道
の
業
者
を
指
名
停
止
に

す
る
の
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
報
道
の
業
者
は
、
本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
提
供
事
業
者
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
数

年
本
町
に
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
の
提
出
も
な
い
。
万
一
こ
の
よ
う
な
事
案
が

発
生
し
た
場
合
は
、
北
島
町
建
設
業
者
等
指
名

停
止
措
置
要
綱
に
基
づ
き
指
名
停
止
を
す
る
。

　

質
問
２　
監
査
委
員
の
報
酬
及
び
特
別
職
の
職

員
の
報
酬
問
題
に
つ
い
て

①
徳
島
県
の
最
低
賃
金
は
、
８
５
５
円
だ
が
、

監
査
委
員
や
特
別
職
の
平
均
勤
務
日
数
を
計
算

し
た
場
合
、
最
低
賃
金
に
抵
触
す
る
特
別
職
の

職
員
は
何
人
い
る
か
。

②
最
低
賃
金
８
５
５
円
で
考
え
る
と
現
在
の
代

表
監
査
委
員
報
酬
は
、
明
ら
か
に
抵
触
す
る
。

改
善
を
求
め
た
い
。

③
県
内
の
各
市
の
代
表
監
査
委
員
の
報
酬
か
ら

す
る
と
如
何
に
低
い
か
分
か
る
。
改
善
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
に
お
け
る
特
別
職
の
職
員
は
、
労
使

間
と
し
て
の
就
業
規
則
や
指
揮
命
令
を
受
け
る

労
働
者
に
あ
た
る
も
の
で
は
な
く
最
低
賃
金
の

適
用
を
受
け
る
労
働
者
で
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
監
査
委
員
報
酬
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
監
査

委
員
事
務
局
と
調
整
を
図
り
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
。

　

質
問
２　
④

　
指
定
管
理
施
設
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

の
賃
金
は
、
最
低
賃
金
に
抵
触
し
て
い
な
い
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
い
ず
れ
の
職
員
も
徳
島
県
の
最
低
賃
金
を
上

回
っ
て
い
る
。
今
後
も
最
低
賃
金
に
抵
触
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
適
切
に
指
導
し
て
い
く
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　
北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
も
、
い
ず
れ
の
職

員
も
最
低
賃
金
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

質
問
３　
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
問
題
に
つ
い

て①
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
地
図
は
、
10
年
以
上

前
の
地
図
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
町
外
の
支
持

者
が
貼
る
場
合
こ
れ
で
は
分
か
ら
な
い
。
改
善

す
べ
き
で
あ
る
。

　

答　
弁　
藤
田
住
民
課
長

　
地
図
を
一
新
し
、
設
置
場
所
が
よ
り
分
か
り

や
す
く
ご
案
内
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

質
問
３　

②
ポ
ス
タ
ー
掲
示
位
置
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

余
地
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

③
住
宅
や
工
場
が
増
え
て
い
る
が
、
現
在
の
掲

示
板
数
で
良
い
の
か
、
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

　

答　
弁　
藤
田
住
民
課
長

　
今
後
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
と
協
議
し
、
地

域
の
方
々
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
、
よ
り
適
正

な
設
置
数
や
配
置
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
し
て

い
く
。

　

質
問
４　
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
問
題
に
つ
い
て

①
来
年
度
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
が
変

わ
る
。
今
ま
で
十
分
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

ピ
ロ
テ
ィ
の
活
用
を
進
め
る
た
め
に
、
固
定
の

屋
根
及
び
周
囲
の
壁
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
。

障
害
と
な
る
も
の
や
改
修
費
用
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

②
地
元
農
家
の
野
菜
の
直
産
市
を
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
出
品
で
き
る
農
家
は
少
な

い
。
農
家
を
増
や
す
た
め
に
助
成
措
置
は
な
い

の
か
。

③
ト
イ
レ
の
囲
い
が
ほ
し
い
な
ど
要
望
が
出
さ

れ
て
い
る
が
、
ピ
ロ
テ
ィ
も
含
め
て
改
造
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
ピ
ロ
テ
ィ
を
含
む
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
は

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
ま
ず
は
新
し
い
指
定
管
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理
者
の
運
用
計
画
を
聞
き
、
ト
イ
レ
の
囲
い
の

設
置
も
含
め
た
改
造
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
情
報
発
信
の
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
や
産
直
市
の
運
営
方
法
な
ど
協
議
し
、

よ
り
よ
い
施
設
運
営
を
目
指
し
て
協
力
し
て
い

く
。

　

質
問
５　
バ
ス
釣
り
問
題
に
つ
い
て

①
バ
ス
釣
り
の
全
国
大
会
が
年
２
回
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、
あ
ま
り
町
民
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ピ
ロ
テ
ィ
に
釣
果
を
展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

②
バ
ス
釣
り
の
行
え
る
県
は
、
７
県
で
あ
る
と

聞
く
。
こ
の
７
県
と
交
流
を
行
い
、
ひ
ょ
う
た

ん
夏
祭
り
と
共
催
す
れ
ば
、
町
の
観
光
事
業
と

し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

③
バ
ス
釣
り
の
愛
好
家
の
協
力
を
得
て
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
子
ど
も
向
け
釣
り
教
室
を
開
催

し
て
は
ど
う
か
。

④
７
県
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
環
境
に

配
慮
し
た
バ
ス
釣
り
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
あ
る
。
担
当
課
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
昨
年
度
よ
り
イ
ー
ス
ト
と
く
し
ま
観
光
推
進

機
構
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
町
川
を
守
る
会
と
連
携

し
、
川
を
活
用
し
た
観
光
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
バ
ス
釣
り
競
技
団
体
や
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
の

指
定
管
理
者
に
も
協
力
い
た
だ
き
環
境
に
配
慮

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
６　
上
下
水
道
問
題
に
つ
い
て

①
ア
メ
リ
カ
の
Ｆ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ａ
社
の
水
道
管
破

裂
箇
所
Ａ
Ｉ
調
査
結
果
に
よ
る
と
全
国
で
も
四

国
が
高
く
、
徳
島
県
は
全
国
４
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
い
る
。
本
町
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
上
野
水
道
課
長

　
か
つ
て
四
国
に
は
６
０
０
以
上
の
金
属
鉱
山

が
あ
り
、
工
場
排
水
な
ど
で
水
道
管
が
傷
み
や

す
く
、
ま
た
丘
陵
地
が
多
く
、
地
下
水
や
海
、

河
川
に
よ
り
浸
食
を
受
け
や
す
い
土
地
で
あ
る

な
ど
の
背
景
が
あ
る
。

　
本
町
の
状
況
は
鉱
山
等
の
土
壌
汚
染
に
よ
る

水
道
管
へ
の
影
響
も
な
く
、
工
場
排
水
も
厳
し

い
水
質
基
準
が
遵
守
さ
れ
て
お
り
、
Ｆ
ｒ
ａ
ｃ

ｔ
ａ
社
が
挙
げ
る
環
境
要
因
に
よ
る
破
損
リ
ス

ク
は
低
い
と
考
え
る
。

　

質
問
６　
②

　
衛
星
画
像
に
よ
る
漏
水
調
査
法
（
Ｌ
バ
ン
ド

帯
の
レ
ー
ダ
ー
照
射
に
よ
る
）
は
、
２
０
２
０

年
度
に
全
国
に
先
駆
け
て
愛
知
県
豊
田
市
が
実

施
し
、
こ
れ
に
よ
り
期
間
・
費
用
を
大
幅
削
減

し
た
と
聞
く
。
本
町
で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
上
野
水
道
課
長

　
徳
島
市
・
鳴
門
市
、
板
野
郡
内
の
２
市
５
町

で
の
勉
強
会
に
議
題
と
し
て
挙
げ
、
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
本
町
で
の
費
用
対
効
果
な
ど
も

含
め
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　

質
問
６　
③

　
江
尻
地
区
で
下
水
道
管
埋
設
箇
所
に
空
洞
箇

所
が
あ
る
が
、
調
査
改
善
が
さ
れ
て
い
な
い
と

聞
く
。
答
弁
を
求
め
た
い
。

　

答　
弁　
樫
原
下
水
道
課
長

　
早
急
に
施
工
時
期
を
調
整
し
修
復
す
る
。

　

質
問
７　
広
域
問
題
に
つ
い
て

①
新
聞
報
道
に
よ
る
と
石
井
町
は
火
葬
場
の
広

域
整
備
の
建
設
予
定
地
が
決
ま
っ
た
と
公
表
し

て
い
る
。
本
町
も
石
井
町
と
の
協
議
を
行
う
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
求
め
た
い
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
近
隣
の
徳
島
市
や
鳴
門
市
に
火
葬
場
が
あ
り
、

今
回
の
広
域
協
議
に
は
参
加
し
て
い
な
い
が
、

将
来
的
に
近
隣
市
町
村
で
計
画
・
提
案
が
あ
っ

た
場
合
に
は
検
討
し
た
い
。

　

質
問
７　
②

　
徳
島
市
と
の
広
域
化
は
破
綻
し
て
し
ま
っ
た

が
、
ご
み
処
理
に
つ
い
て
も
、
石
井
町
や
板
野

町
な
ど
と
協
議
し
、
新
た
な
広
域
化
を
進
め
て

は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
田
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

　
地
球
温
暖
化
防
止
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発

生
抑
制
等
か
ら
も
、
ご
み
の
処
理
は
で
き
る
限

り
広
域
で
進
め
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

新
た
な
広
域
化
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

質
問
８　
子
育
て
支
援
問
題
に
つ
い
て

①
子
育
て
応
援
宣
言
し
た
奈
義
町
は
、
満
７
カ

月
児
か
ら
満
４
歳
の
在
宅
の
育
児
支
援
（
月

１
万
５
千
円
）、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
生
徒

１
人
に
年
額
１
３
５
，
０
０
０
円
を
３
年
を
限

度
に
支
給
を
行
っ
て
い
る
。
本
町
も
子
育
て
応

援
宣
言
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
関
係
各

課
と
連
携
し
創
意
工
夫
を
図
っ
た
子
育
て
支
援

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

質
問
８　
②

　
全
国
で
学
校
給
食
費
無
償
化
が
進
ん
で
い
る
。

例
え
ば
第
３
子
か
ら
無
償
に
す
る
な
ど
の
方
式

を
実
施
で
き
な
い
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
給
食
の
質
の
確
保
を
第
一
に
考
え
、
国
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
状
況
を
見
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

質
問
８　
③

　
２
年
保
育
に
な
る
が
、
幼
稚
園
教
諭
の
体
制

を
心
配
す
る
保
護
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。
体

制
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
計
画
的
に
新
規
職
員
を
採
用
し
、
ク
ラ
ス
担

任
や
預
か
り
保
育
へ
の
体
制
を
整
え
て
き
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
小
学
校
長
が
園
長
を
兼
任
し
て

き
た
が
、
来
年
度
か
ら
幼
稚
園
教
員
等
を
専
任

園
長
と
し
て
配
置
す
る
。
今
後
は
、
加
配
職
員

の
適
正
な
配
置
や
年
齢
構
成
の
適
正
化
も
進
め

て
い
く
。

　

質
問
９　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

①
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
よ
っ
て
、
指
定
管

理
業
者
や
委
託
業
者
に
影
響
す
る
こ
と
は
な
い

か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
指
定
管
理
業
者
や
委
託
業
者
が
消
費
税
の
免

税
事
業
者
で
あ
っ
た
場
合
は
、
事
業
実
態
に
合

わ
せ
て
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
を
行

い
、
消
費
税
等
の
申
告
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

質
問
９　
②

　
一
般
財
団
法
人
北
島
町
労
働
者
福
祉
協
会
な

ど
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
は
受
け
な
い

の
か
。

　

答　
弁　
向
井
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
館
長

　
税
理
士
事
務
所
に
相
談
し
現
在
準
備
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
適
格
請
求
書
発
行
時
業
者
に
つ

い
て
は
す
で
に
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
。

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
本
会
議
当
日
、

先
着
順
に
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
第

２
回
定
例
会
は
６
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
等
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局
ま
で

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

決
定
次
第
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

☎
６
９
８

－

９
８
１
１

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ



令和５年度
教育ボランティアの募集

　
町
報
き
た
じ
ま
４
月
号
に
折
込
の
、「
北
島
町
高
齢
者
健
康
づ
く
り
教
室
」

の
チ
ラ
シ
に
お
い
て
、
記
載
内
容
に
一
部
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　（
誤
）
北
島
町
に
住
民
票
の
あ
る
65
歳
の
方

　（
正
）
北
島
町
に
住
民
票
の
あ
る
65
歳
以
上
の
方

　
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お
詫
び
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】
北
島
町
温
水
プ
ー
ル
　
☎
６
８
３

－

２
３
８
８

お
詫
び
と
訂
正

　北島町子ども会連合会（以下、町子連という）では、各単位
子ども会の子どもたち（幼稚園児・小学生）の活動（遊び）を
指導する「教育ボランティア」を次のとおり募集します。
　
１　土曜日・日曜日及び休日等に町内の学習等供用施設（児童
館）等に出向いて指導できる方。

２　指導内容は、茶道、紙芝居、朗読、パソコン、折り紙、点
字絵本つくり、阿波踊り、手話、絵画、貯金箱づくり、ゲー
ム、マジック、お菓子作り、バルーンアート、健康・スポー
ツなど。

３　交通費として2,000円支給。
　

＊お申込み・お問合せ先
　北島町教育委員会　町子連事務局
　（担当：藤島則之）☎698－9812

令和５年度
教育ボランティアの募集

302023. 5　町報　きたじま　

　爽やかな季節ですね。本格的な夏が来る前に快適に活動しましょう！
　さて、今月のプレゼントは北島で大人気の洋菓子店「バナナダンス」
さんのお菓子詰め合わせセットです。10名様にプレゼント！自分への
ご褒美にぜひご応募ください。また、こちらの商品は、北島町ふるさと
納税返礼品にも登場していますので、町外の方におススメください！

☆ごみの分別に関するアンケート☆

（Ｑ１）ごみ分別アプリ「さんあ～る」を知っていますか？
　１．知っている　　２．知らない

（Ｑ２）ご家庭で不要となったパソコンの処理方法を知っていますか？
　１．知っている　　２．知らない

（Ｑ３）ごみ分別アプリ「さんあ～る」をご利用になられていますか？
　１．使っている　　２．使っていない

応募締切　５月31日㈬必着　※商品の発送をもって当選発表に代えさせていただきます。
応募方法　アンケートの回答と住所・氏名・年齢・電話番号を必ず記入の上、ご応募ください。
応 募 先
　はがき　住所　〒771-0285　北島町中村字上地23−１　北島町役場　総務課　宛て
　メールアドレス　kouhou＠kitajima.i-tokushima.jp
　電子申請ＵＲＬ
　　https://s-kantan.jp/town-kitajima-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=9539

北島町民限定！　～読者プレゼント～
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図書館の休館日
6　月5　月

土金木水火月日 土金木水火月日
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・

・
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・
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・
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・
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・
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・

・
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14

21

28
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・

※６月13日㈫～22日㈭は蔵書点検のため図書館は休館です。

図書館・創世ホールからのお知らせ
こどもの読書週間行事
ポイントラリー開催中！

期間▶４月22日㈯～５月31日㈬
内容▶「こどもの読書週間」期間恒例のポイントラリー

を開催中。
対象▶中学生以下（希望者のみ）
※ポイントの集め方※
①図書館カウンターで「スタンプカード」をもらう。
②１冊１ポイントです。貸出の時にスタンプをもらう。
③10、20、30ポイントで数に応じた景品がもらえます。
＊カードは家族のものでも大丈夫ですが、子どもが来館

して自分のために借りた本のみが対象。保護者が読む
ための本を子どもが借りてもポイントにはなりません。

＊スタンプカードの発行は１人につき１枚です。

ワンワンくらぶのおはなし会
日時▶5月14日㈰　11時～ 11時30分
会場▶１階　開架室　おはなしコーナー
対象▶どなたでも参加できます
　　　参加無料　　　

創世ホール名画鑑賞会Vol.37
日時▶５月20日㈯
　　　①10時30分～
　　　②14時～
会場▶３階多目的ホール
入場料▶
　一般・大学生
　　　前売　1,000円、
　　　当日　1,300円
　小中高生・60歳以上
　　　　　　1,000円
　　　　（前売・当日共通）
　※チケットの取扱に
　　ついて※

図書館カウンターでの
取扱になります。電話予約可。

上映作品▶「ぼけますから、よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　～おかえりお母さん～」

(2022年・日本・ドキュメンタリー・101分)
監督・撮影・語り＆ひとり娘▶信友直子　
主催▶創世ホール名画鑑賞会実行委員会

なつかしのへや
日時▶６月２日㈮　14時～ (13時30分開場)
会場▶２階ハイビジョン室　入場無料
対象▶どなたでも
内容▶懐かしい写真を紹介、昭和を振り返る紙芝居他
■好評だったなつかしい昭和を振り返る大人のための
おはなし会を３年ぶりに開催します。北島町内の朗読
ボランティア「もくせい会」のみなさんに紙芝居や絵
本の読み聞かせなどしていただく予定です。

新しく入った本
■図書館に新しく入った本の一部をご紹介します。

創世ホール　イベント情報
サンライフ写真講座　写真展

期間▶5月12日㈮～５月14日㈰
　　　10時～ 18時（14日㈰のみ16時まで）
会場▶２階ギャラリー　入場無料
主催▶サンライフ北島写真講座
問合せ▼幸田青滋（090−4975−7688）
■スマートフォンで撮る人、一眼レフで撮る人様々で
最近流行のインスタ映えしない自己満足の作品ばかり
です。よろしければ一言二言のご助言をいただきたく
存じます。（講座担当者）

《児　童　書》

●キューライス『ニンジンジン』白泉社 
●マヤ・マイヤーズ『おちびさんじゃないよ』

イマジネイション・プラス
●とよたかずひこ『ももんちゃんとももんがくん』童心社
●梅田真理『ねこライオン』世界文化ワンダークリエイト

《一　般　書》

●東野圭吾『魔女と過ごした七日間』KADOKAWA
●長岡弘樹『新・教場』小学館
●太田光『笑って人類！』幻冬舎
●今野敏『署長シンドローム』講談社

©2022「ぼけますから、よろしくお願いし
ます。～おかえりお母さん～」製作委員会
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（
３
月
届
分
）（
敬
称
略
）

葊　
石　
智　
也　
　
亜
由
利

　
　
長
男　
蒼そ

う　
大た　
　
　
中　
村

武　
田　
　
　
優　
　
有　
香

　
　
長
男　
瑞み

ず　
暉き　
　
　
鯛　
浜

吉　
田　
和　
樹　
　
里　
紗

　
　
長
女　
紬つ

む　
生ぎ　
　
　
中　
村

津　
山　
拓　
巳　
　
裕　
子

　
　
長
女　
莉り　
穂ほ　
　
　
北　
村

　
合　
　
　
篤　
　
真
由
香

　
　
二
男　
翔か

け　
友と　
　
　
中　
村

藤　
川　
　
　
怜　
　
作　
美

　
　
長
男　
　
藍あ

い　
　
　
　
鯛　
浜

島　
　
　
幸　
雄　
　
美　
夏

　
　
長
男　
理り　
人ひ

と　
　
　

中　
村

　
　
二
男　
充み
つ　
希き　
　
　

伊　
藤　
竜　
将　
　
怜　
奈

　
　
長
女　
　
翠す

い　
　
　
　
鯛　
浜

岡　
本　
聡　
司　
　
由　
香

　
　
二
男　
悠ゆ

う　
司し　
　
　
鯛　
浜

赤　
松　
総
一
郎　
　
佳
代
子

　
　
長
女　
和わ　
佳か　
　
　
江　
尻

井　
内　
智　
士　
　
悠　
夏

　
　
二
男　
伊い　
吹ぷ

き　
　
　
鯛　
浜

松　
浦　
　
　
新　
　
　
静

　
　
二
男　
　
想そ

う　
　
　
　
高　
房

米　
田　
信　
夫　
　
弥　
生

　
　
長
女　
芽め　
生い　
　
　
江　
尻

（
３
月
届
分
）（
敬
称
略
）

　
藤　
本　
就　
真　
　
　
鯛　
浜

　
平　
尾　
理
衣
子　
　
　
徳
島
市

　
佐
々
木　
秀　
一　
　
　
中　
村

　
中　
村　
み
ゆ
き　
　
　
徳
島
市

　
曽
我
部　
昌　
久　
　
　
高　
房

　
万　
代　
美　
鈴　
　
　
徳
島
市

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
く
と
、
北
島

町
の
春
が
来
た
な
と
感
じ
ま
す
。
今

年
は
暖
か
く
な
る
の
が
早
か
っ
た
た

め
、
例
年
よ
り
開
花
が
早
く
、
３
月

の
下
旬
頃
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
向
か
い
に
あ
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
や
風

車
も
き
れ
い
に
塗
り
替
え
ら
れ
て
い

て
、
色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

と
白
い
建
物
、
そ
し
て
木
々
の
新
緑

が
絵
画
の
よ
う
に
美
し
い
景
色
を
つ

く
っ
て
い
ま
し
た
。

　
訪
れ
る
方
々
も
町
内
の
保
育
園
の

子
ど
も
た
ち
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
高

齢
者
の
方
々
、
家
族
や
友
達
同
士
な

ど
様
々
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
か
わ
い

い
花
の
姿
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
美
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で

す
。
過
ぎ
た
ば
か
り
な
の
に
、
ま
た

来
年
の
花
が
待
ち
遠
し
い
、
そ
ん
な

気
持
ち
に
な
る
の
で
し
た
。

お
よ
ろ
こ
び

⎧⎨⎩⎧⎨⎩⎧⎨⎩

町報フォトグラフィ
「桜の下での喜び」

鯛浜　米谷　　昇

カメラ　キヤノン EOS60D
レンズ　シグマ 17-50mm EX USM
絞り値　F5.6
シャッター速度　1/125 秒
ISO感度　

撮影
データ

　大鵬薬品遊歩道にて新１年生の写真を親御さんグルー
プが撮影されていました。




